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世
界
的
な
注
目
を
浴
び
る
日
本
で

の
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
実
証
研
究
」

が
、
京
丹
後
市
を
舞
台
に
こ
の
ほ
ど

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
究
は
、
京
丹
後
市
、
京
都

府
、
富
士
電
機
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会

社
、
ア
ミ
タ
株
式
会
社
、
株
式
会
社

大
林
組
、
日
新
電
機
株
式
会
社
、
株

式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
の
七
事
業

者
の
グ
ル
ー
プ
で
、
平
成
十
五
年
か

ら
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
技
術
開
発
機
構
）
の
委
託
研
究
事

業
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
地
域
集
中
実

証
研
究
」
の
ひ
と
つ「
京
都
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
略
称
Ｋ

Ｅ
Ｅ
Ｐ
）」と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

京
丹
後
市
の
ほ
か
に
愛
知
県
（
愛
・

地
球
博
会
場
／
中
部
臨
空
都
市
）
と

青
森
県
八
戸
市
で
も
同
様
の
実
証
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

世
界
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が

取
り
組
ま
れ
る
中
で
、
風
力
発
電
や

太
陽
光
発
電
は
、
気
象
条
件
に
よ
り

発
電
量
の
変
動
が
あ
る
た
め
、
電
力

会
社
な
ど
の
電
力
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。 

 

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
る
こ
の
実

証
研
究
は
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発

電
と
そ
の
他
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

を
組
み
あ
わ
せ
て
、
電
力
需
要
に
応

じ
て
安
定
的
に
電
力
を
供
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
極
力
、
電
力
会
社
へ
の

影
響
を
与
え
な
い
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
」 

を
構
築
し
、
供
給
電
力
の
品
質
・
コ

ス
ト
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析

し
て
、
将
来
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

 

「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
」
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
と

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
（
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

式
発
電
と
燃
料
電
池
）、
二
次
電
池
（
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
変
動
吸
収
用
）

を
組
み
合
わ
せ
て
、
弥
栄
庁
舎
や
弥

栄
病
院
、
市
営
団
地
な
ど
の
電
力
使

用
に
あ
わ
せ
た
電
力
の
供
給
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
各
種
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 

「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
」
の
中
心
施
設
と
し

て
、
稼
動
を
始
め
る
「
京
都
エ
コ
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

電
力
供
給
の
制
御
セ
ン
タ
ー
と
バ
イ

オ
ガ
ス
発
電
施
設
の
機
能
を
備
え
て

お
り
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
実
証

研
究
と
あ
わ
せ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
に

よ
る
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
検
討
も

プ
ラ
ン
ト
の
運
営
企
業
と
一
緒
に
な

っ
て
行
い
ま
す
。 

 

環
境
先
進
都
市
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
を
進
め
る
京
丹
後
市
は
、
こ
の
実

証
研
究
の
取
り
組
み
を
契
機
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
環
境
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。 

京都エコエ
ネルギープ

ロジェクト
本格稼働

京都エコエ
ネルギープ

ロジェクト
本格稼働新エネルギ

ー供給の実
証研究

新エネルギ
ー供給の実

証研究世界の注目世界の注目
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究
セ
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タ
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「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」

は
、
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設
と
電
力
供
給
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
制
御
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

備
え
て
い
ま
す
。 

    

食
品
工
場
な
ど
の
食
品
系
未
利
用
資
源
を

原
料
と
し
て
投
入
し
、
メ
タ
ン
発
酵
槽
で
発

生
さ
せ
た
メ
タ
ン
ガ
ス
を
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

式
発
電
装
置
（
八
〇
ｋ
Ｗ
×
五
台
）
と
燃
料

電
池
（
二
五
〇
ｋ
Ｗ
）
に
よ
り
発
電
を
行
い

ま
す
。 

　
メ
タ
ン
発
酵
後
の
残
さ
の
う
ち
、
脱
水
後

の
水
分
に
つ
い
て
は
排
水
処
理
後
に
河
川
へ

放
流
し
、
固
形
物
に
つ
い
て
は
乾
燥
・
熟
成

な
ど
を
行
い
、
た
い
肥
と
し
て
農
地
な
ど
へ

還
元
す
る
計
画
で
す
。 

    

弥
栄
庁
舎
や
弥
栄
病
院
な
ど
の
電
力
使
用

量
デ
ー
タ
と
、
太
陽
光
発
電
量
と
風
力
発
電

量
の
デ
ー
タ
が
電
話
回
線
に
よ
り
随
時
制
御

セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
制
御
セ
ン

タ
ー
で
は
、
三
十
分
後
の
使
用

電
力
量
の
予
測
値
を
計
算
し
、

こ
の
予
測
値
に
見
合
う
電
力
を

供
給
す
る
よ
う
に
、
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
と
二
次
電
池
を
制
御
し
ま

す
。 

    

「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
未
利
用

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め

の
メ
タ
ン
ガ
ス
発
生
実
験
や
サ

ン
プ
ル
分
析
な
ど
、
安
定
し
て

メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
た

め
の
研
究
も
行
い
ま
す
。 

電
力
供
給
制
御
と 

　
　
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設 

　
　
　
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
セ
ン
タ
ー 

●
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
施
設 

●
制
御
セ
ン
タ
ー 

●
そ
の
他
の
施
設 

京都エコエネルギー研究センター主要施設図京都エコエネルギー研究センター主要施設図 京都エコエネルギー研究センター主要施設図 

燃料電池 

ボイラー室 

排水処理施設 

発電機室 残さ処理槽 エントランス 運転制御室 地下ポンプ室 

投入室ホッパ 

脱臭室 

２階脱水機室 １階脱水機室 BIMA消化槽 ガスホルダー 脱硫塔 

京都エコエネルギー研究センター 
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翼
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シリコン半導体などに光が当ると電気が発生する現象を利用して、太陽光から直接電気を発生させるしくみ。 

  

住宅の屋根などに太陽熱集熱器を設置して温水をつくり、給湯・暖房などに利用するしくみ。 

  

風の力で風車を回し、その回転運動を発電機に伝えて電気を発生させるしくみ。 

  

廃棄物の焼却に伴い発生する高温燃焼ガスを利用して発電や熱を利用するしくみ。 

  

植物などの生物体（バイオマスと呼ばれる）を、燃料やガス利用などにより発電や熱を利用するしくみ。木く

ずや廃油、汚泥、家畜糞尿、食品残さなどの利用技術はさまざま。 

  

「水素」と「酸素」を化学反応させて、「電気」を発電する装置。燃料になる「水素」は、天然ガスやメタノ

ールを改質してつくるのが一般的で、「酸素」は大気中から取り入れる。 

 

電気・天然ガス・メタノールを使用する自動車の総称。ハイブリッド自動車も属している。 

  

天然ガスの燃焼による熱を動力や電力に変換し、その廃熱を熱源として利用するしくみ。 

新エネルギー利用の種類 
太陽光発電 

 

太陽熱利用 

 

風力発電 

 

廃棄物発電・廃棄物熱利用 

 

バイオマス発電・バイオマス熱利用 

 

 

燃料電池 

 

 

クリーンエネルギー自動車 

 

天然ガスコージェネレーション 

　このほかに、「雪氷冷熱利用」、「温度差エネルギー」、「バイオマス燃料製造」があり、1997年に「新エネルギ

ー利用等の促進に関する特別措置法」の中で、「技術的に実用化段階に達しつつあるが、経済性の面での制約か

ら普及が十分でないもので、石油に代わるエネルギーの導入を図るため特に必要」と規定されています。従って、

自然エネルギーの「水力発電」など既に実用化されているものは、新エネルギーには指定されていません。 

      

溝
谷
・
吉
野
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
（
あ

く
あ
ぴ
あ
）
は
、
弥
栄
病
院
近
く
に
位
置
し
、
そ

の
洋
風
の
外
観
の
建
物
は
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
景
観
と
の
調
和
も

配
慮
し
、
傾
斜
屋
根
に
沿
っ
て
二
〇
ｋ
Ｗ
の
多
結

晶
シ
リ
コ
ン
型
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
一
年
間
の
予
測
発
電
量
は
、
一
七
、
〇
〇

〇
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
の
丹
後
王
国
タ
ワ
ー
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
、
三
〇
ｋ
Ｗ
の
薄
膜
多
結
晶
と
ア

モ
ル
フ
ァ
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ
の
シ
リ
コ

ン
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
を
用
い
、
設
置
を
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
、
電
力
消
費
の
多
い
夏
場
の
発
電
量

を
高
め
た
シ
ス
テ
ム
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

年
間
の
予
測
発
電
量
は
、
二
八
、
二
〇
〇
ｋ
Ｗ
ｈ

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

       

風
力
発
電
施
設
は
、
森
林
公
園
ス
イ
ス
村
ス
キ

ー
場
の
山
頂
に
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
太
鼓
山
風
力
発
電
所
に
隣
接
し
た
良
好
な
風
況

が
期
待
さ
れ
る
場
所
で
す
が
、
風
向
き
な
ど
乱
れ

た
風
が
吹
く
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
本

実
証
研
究
で
は
、
無
指
向
性
に
よ
り
山
岳
地
帯
で

大
き
な
風
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
効
率
で
電
気
に
変
換

で
き
る
「
直
線
翼
垂
直
軸
型
」
風
車
で
、
し
か
も

国
内
最
大
級
の
発
電
出
力
、
五
〇
ｋ
Ｗ
の
風
力
発

電
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
日
本
の
地
形
の
複
雑
さ
に
適
し
た
風
車

と
し
て
そ
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

直
線
翼
垂
直
軸
型
風
車 

溝
谷
・
吉
野
地
区 

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設 

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷 

　
　
　
丹
後
王
国
タ
ワ
ー 

⇩ ⇩⇩ ⇩
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実証研究を契機に環境先進都市 
京丹後市のめざす４つの活動 

⇩ ⇩⇩ ⇩
① 

身近にあっても

活用されなかっ

た自然エネルギーと、

食品などの未利用資源

によるバイオマス発電

について、装置や施設

を実際の目で見ていた

だき、子どもたちや市

民のみなさんの新エネ

ルギーによる環境学習

の場として活用してい

きます。 

② 
新エネルギー活

用のモデル地域

として、エネルギーの

専門家や研究者などか

ら注目を浴びる研究施

設であり、京丹後市を

全国に発信する機会と

してとらえて、豊かな

自然や観光施設とあわ

せた「エコツアー」な

どの受け入れも進めま

す。 

③ 
「京都エコエネ

ルギー研究セン

ター」では、食品未利

用資源の循環活用を行

っており、市内の広大

な農地からの農産物を

加工する施設などの誘

致とあわせて、環境を

キーワードに、グルー

プ企業とのさまざまな

情報交換や支援を受け

ながら、新たな地域産

業おこしにつながる取

り組みを進めます。 

④ 
食品未利用資源

のバイオガス発

電施設から出る残さの

活用手法の検討は、将

来のバイオマスエネル

ギー供給のモデルとな

ります。有機農産物の

栽培と販売をセットに

循環型の地域社会づく

りを京都府そしてバイ

オガス発電施設の運営

企業と一緒になって進

めます。 
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日
本
最
大
の
絹
織
物
産
地
か
ら 

　
　
　
『
き
も
の
』
の
魅
力
を
発
信 

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
産
地
の
生
産
者
か
ら
小
売
業
者
ま

で
和
装
産
業
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
「
き
も
の
」
の

す
ば
ら
し
さ
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
、
平
成
八
年
に
第

一
回
サ
ミ
ッ
ト
を
京
都
市
で
開
催
。
こ
れ
ま
で
全
国
の

主
要
和
装
産
地
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
、
府
内
で
の
開
催

は
昨
年
の
京
都
・
西
陣
に
続
い
て
五
回
目
で
、
京
丹
後

市
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
九
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
「
き
も
の
サ
イ
コ
ー
！

も
っ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
　
も
っ
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。 

　
和
装
産
業
関
係
者
が
集
い
振
興
策
を
探
る
「
き
も
の

サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
を
は
じ
め
、
「
き
も
の
大
園
遊
会
」

と
題
し
て
、
若
者
が
き
も
の
姿
で
近
未
来
の
「
き
も
の
」

を
考
え
る
「
若
者
き
も
の
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
若
者
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
、
ま
た
「
和
文
化
創
造
劇
場
」
と

し
て
、
狂
言
「
蝸
牛
（
か
ぎ
ゅ
う
）
」
の
上
演
や
「
き

も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
な
ど
多
彩
な
催
し
を
通

し
て
、
日
本
最
大
の
絹
織
物
産
地
か
ら
、
和
装
美
の
す

ば
ら
し
さ
を
発
信
し
ま
し
た
。 

　
三
十
日
に
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
「
き
も
の

サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
で
は
、
全
国
各
地
の
産
地
か
ら
流
通
団
体
を

は
じ
め
、
和
装
産
業
の
関
係
者
が
参
加
し
、
和
装
産
業
の
振
興

策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
・
き
も
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
一
笑
（
い

っ
し
ょ
う
）
代
表
の
宮
崎
次
子
さ
ん
が
「
き
も
の
サ
イ
コ
ー
！

も
っ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に
　
も
っ
と
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
」

を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
。
「
消
費
者
に
と
っ
て
安
い
こ
と
は
い

い
こ
と
だ
が
、
安
い
だ
け
で
な
く
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
の

開
発
が
必
要
で
あ
り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

業
界
の
早
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
」
と
指
摘
。 

　
ま
た
、
和
装
業
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
代
表
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
従
来
の
形
式
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
消
費
者
の
声
・
ニ
ー
ズ
を
第
一
に
、
和
装
業

界
が
一
体
と
な
り
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
。

和
装
産
業
の
復
活
と
振
興
発
展
に
向
け
、
「
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」

を
採
択
し
ま
し
た
。 

きものサミット会議 

　
和
装
美
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
広
く
発
信
す

る
と
と
も
に
、
和
装
産
業
の
振
興
を
図
る
「
き
も

の
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
京
丹
後
」（
同
開
催
委
員
会
主
催
）

を
十
月
二
十
九
日
と
三
十
日
の
二
日
間
、
市
内
四

会
場
で
開
催
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
三

千
人
以
上
が
着
物
で
集
う
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、

「
き
も
の
」
の
魅
力
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

●若い世代の新しい感覚を真摯に受け

止め、新しいきもののあり方を創造

し、きもの人口のすそ野の開拓に努

めます。 

●着用機会の創出と、きもの文化を通

じた「日本のこころ」の啓蒙を図り

ます。 

●適正な価格による取引・販売を促進

することにより、消費者の信頼回復

に努めます。 

●業界内における適正な利益配分を求

めるとともに、和装業界が一体とな

ってきものの振興にあたります。 

●産地ブランドを強化し、より一層の

品質の向上と海外商品に対する競争

力の強化に努めます。 

サミット宣言　要旨 

3000人以上のきもの姿が人以上のきもの姿が 

　　　　　　　京丹後市を彩る　　　　　　　京丹後市を彩る 

3000人以上のきもの姿が人以上のきもの姿が 

　　　　　　　京丹後市を彩る　　　　　　　京丹後市を彩る 
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和文化創造劇場 

きもの大園遊会 

　30日には、京都府丹後文化会館で「和文化創造劇場」と題して、茂山狂言会による狂言「蝸牛（か

ぎゅう）」を上演。また、「きものコレクション『彩りのシンフォニー』」として、京都を拠点に活躍さ

れている京都コレクション協議会所属の染色家による『きもの』ファッションショーが繰り広げられ、

華やかな美の競演に会場はため息で包まれました。 

　29日には、丹後あじわいの郷を会場に『きもの大園遊会』として、地元高校生や京都市内の高校生、

また大阪の専門学校生のみなさんが製作した、丹後ちりめんを素材とした斬新なデザインの「若者ファ

ッションショー」や、若者が近未来のきものを考える「若者きものサミット」を開催。 

　「若者きものサミット」では、地元高校生や京都市内の高校生、専門学校生など12人が「着物・近

未来」をテーマに意見交換を行い、「『きもの』を着ると日本人であることを実感する」、「日本人には『き

もの』が一番似合い、着ると心まで引き締まる」、「『きもの』を着る機会が増えれば、もっと親しまれ

る」など、『きもの』に対する若者の素直で熱い想いが交わされました。 

きものサイコー！きものサイコー！ 
　　　　もっとファッショナブルに　もっとリーズナブル　　　　もっとファッショナブルに　もっとリーズナブルに 
きものサイコー！ 
　　　　もっとファッショナブルに　もっとリーズナブルに 

茂山狂言会による 

　　狂言「蝸牛（かぎゅう）」を上演 

華やかなステージが来場者を魅了 

あでやかなきもの姿で 

　　　　　会場が埋め尽くされました 

多くの来場者に祝福された 

　　　　　　　和装人前結婚式 

和装美のすばらしさを 

　再認識したさよならセレモニー 
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「茶の匠塾京丹後」を開校 

京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式 

　
戦
後
六
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
戦
争

に
よ
り
尊
い
命
を
な
く
さ
れ
た
か
た
を
追
悼

す
る
「
京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を
、
十

一
月
九
日
に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山

町
杉
谷
）
で
実
施
し
、
戦
没
者
の
遺
族
の
か

た
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
約
五
百
五
十
人
が
、

三
千
二
百
有
余
の
戦
没
者
各
位
の
御
霊
（
み

た
ま
）
を
慰
め
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
白
菊
に
飾
ら
れ
た
祭
壇
に
向
か

っ
て
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
開
式
。

中
山
市
長
が
「
我
が
国
は
、
戦
争
に
よ
り
散

華
（
さ
ん
げ
）
さ
れ
ま
し
た
多
く
の
か
た
が

た
の
尊
い
犠
牲
と
ご
参
列
の
み
な
さ
ま
を
は

じ
め
と
す
る
国
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、

世
界
に
誇
る
経
済
大
国
、
ま
た
平
和
国
家
と

し
て
、
国
際
社
会
の
中
で
確
固
た
る
地
位
を

築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
各

地
で
の
紛
争
の
多
発
、
あ
る
い
は
核
開
発
や

拉
致
問
題
な
ど
、
平
和
を
揺
る
が
す
脅
威
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
が
、
か
け

が
え
の
な
い
命
を
尊
び
（
た
っ
と
び
）
、
二

度
と
悲
惨
な
事
件
、
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
に

渾
身
（
こ
ん
し
ん
）
の
努
力
を
重
ね
る
こ
と

が
、
今
に
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と

確
信
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
先
の
大
戦
に

お
い
て
散
華
さ
れ
ま
し
た
英
霊
各
位
に
深
く

思
い
を
馳
（
は
）
せ
な
が
ら
、
皆
で
手
を
携

え
、
よ
り
よ
い
ま
ち
、
心
豊
か
な
社
会
の
建

設
に
向
け
、
邁
進
を
し
て
ま

い
る
こ
と
を
切
に
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
来
賓
か
ら

追
悼
の
言
葉
が
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
遺
族
代
表
や
中
山

市
長
、
来
賓
が
、
し
め
や
か

に
献
花
を
行
い
、
手
を
合
わ

せ
て
戦
没
者
各
位
の
御
霊
に

追
悼
と
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
、

世
界
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
新
た
に
茶
の
生
産
に
取

り
組
む
農
家
に
、
生
産
技
術
や
流
通

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
た
だ
く
「
茶

の
匠
（
た
く
み
）
塾
京
丹
後
」
を
こ

の
た
び
開
校
し
、
五
農
家
と
一
法
人

の
計
十
人
の
み
な
さ
ん
が
、
第
一
期

生
と
し
て
研
修
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
茶
の
匠
塾
」
は
、
「
京
都
宇
治
茶

ブ
ラ
ン
ド
」
の
生
産
拡
大
を
図
ろ
う
と
、

茶
業
を
始
め
る
か
た
の
た
め
の
研
修

機
関
と
し
て
、
京
都
府
と
社
団
法
人

京
都
府
茶
業
会
議
所
が
中
心
と
な
り

今
年
五
月
に
設
立
。 

　
京
丹
後
市
で
は
、
茶
を
地
域
の
核

と
な
る
基
幹
作
物
の
一
つ
と
し
、
十
年

間
で
栽
培
面
積
を
一
〇
〇
　
、
生
産

額
十
億
円
を
め
ざ
し
普
及
拡
大
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
﹁
京
丹
後
校
﹂
は
、

市
内
に
お
け
る
茶
の
新
規
栽
培
と
栽

培
農
家
の
育
成
を
図
る
一
大
拠
点
と

し
て
、
「
茶
の
匠
塾
」
の
分
校
的
な
位

置
づ
け
で
、
府
内
で
初
め
て
開
校
し

ま
し
た
。 

　
十
一
月
十
日
に
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ

ー
大
宮
（
大
宮
町
口
大
野
）
で
行
っ

た
開
校
式
で
は
、
第
一
期
生
を
代
表

し
て
松
村
竹
治
さ
ん
が
「
府
の
南
部

に
匹
敵
す
る
高
品
質
の
茶
園
の
経
営

が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
決
意
表
明
を
行
う
と
と
も
に
、
「
茶

の
匠
塾
」
塾
長
の
福
井
正
憲
京
都
府

茶
業
会
議
所
会
頭
が
、「
世
界
の
銘
茶
・

宇
治
茶
〜
世
界
に
通
じ
る
〜
」
と
題

し
て
記
念
講
演
。
「
世
界
に
通
用
す
る

『
宇
治
茶
』
に
、
自
信
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
第
一
期
生

を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
校
で
は
、
来
春
の
植
栽
開
始
に

向
け
、
二
月
ま
で
定
植
や
整
枝
、
流

通
な
ど
の
茶
の
基
礎
を
学
ぶ
講
義
を

受
け
、
三
月
以
降
に
は
、
実
地
研
修

と
し
て
、
さ
し
木
や
病
害
虫
の
駆
除

の
仕
方
な
ど
の
実
習
を
市
内
や
山
城

地
域
で
学
び
、
お
お
む
ね
二
年
間
を

か
け
て
茶
の
経
営
全
般
を
習
得
。
同

時
に
、
来
年
に
は
第
二
期
生
の
募
集

も
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

　
市
で
は
、
塾
生
の
か
た
に
、
茶
栽

培
の
普
及
拡
大
を
進
め
る
先
駆
者
と

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。 

茶の新規栽培と栽培農家の育成を図る一大拠点 

戦没者の冥福を祈りました 

開
講
式
で
決
意
を
表
明
す
る
第
一
期
生 

ヘ
ク 

タ
ー
ル 
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平
成
の
大
合
併
で
新
た
に
誕
生
し
た
市
町

村
が
集
ま
り
、
十
一
月
二
日
か
ら
六
日
ま
で
、

東
京
都
港
区
の
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
で
、「
全
国

合
併
市
町
村
　
夢
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
五
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。 

 

全
国
の
市
町
村
の
数
は
、
市
制
町
村
制
施

行
の
明
治
の
大
合
併
、
町
村
合
併
促
進
法
が

施
行
さ
れ
た
昭
和
の
大
合
併
を
経
て
三
、
五

〇
〇
程
度
と
な
り
、
現
在
は
平
成
の
大
合
併

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
全
国
で
合
併
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
年
四
月
に
は
、
新
た
な
合
併
特
例

法
が
施
行
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
末
に
は
全

国
の
市
町
村
数
は
一
、
八
二
〇
程
度
に
な
り

ま
す
。 

 

そ
う
し
た
中
、
全
国
で
新
た
に
誕
生
し
た

市
町
村
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
、「
新

し
い
ま
ち
の
新
し
い
チ
カ
ラ
」
を
テ
ー
マ
に
、

政
府
市
町
村
合
併
支
援
本
部
・
総
務
省
・
全

国
地
方
新
聞
社
連
合
会
が
主
催
し
開
か
れ
た
「
夢

フ
ェ
ス
タ
」
に
は
、
全
国
か
ら
百
三
十
二
の

市
町
村
が
参

加
。
会
場
と

な
っ
た
汐
留

シ
オ
サ
イ
ト

は
、
日
本
テ

レ
ビ
や
電
通

ビ
ル
な
ど
が

建
ち
並
び
、

東
京
で
も
新

し
い
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
京
都
府
か
ら
唯
一
京

丹
後
市
が
参
加
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
琴

引
浜
の
鳴
き
砂
は
癒
し
（
い
や
し
）
の
音
と

し
て
大
好
評
で
、「
き
ゅ
っ
、
き
ゅ
っ
」
と
い

う
素
朴
な
音
に
道
行
く
人
は
足
を
止
め
、
音

の
根
源
で
あ
る
石
英
の
つ
ぶ
を
顕
微
鏡
で
確

認
す
る
な
ど
、
そ
の
音
色
の
神
秘
さ
を
感
じ

て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
鳴
き
砂
が
京
都

に
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
京
丹
後
市
の
魅
力
を

満
載
し
た
観
光
パ
ン
フ
な
ど
も
用
意
し
た
二

千
部
を
す
べ
て
配
布
。
新
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

販
売
し
た
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
も
、
新
潟
県

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
同
じ
食
味
ラ
ン
ク
特

Ａ
の
産
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
で
、

店
頭
販
売
用
に
用
意
し
た
五
㎏
入
り
の
袋
が

合
計
で
六
〇
㎏
売
れ
、
宅
配
で
の
注
文
も
五
件
、

中
に
は
定
期
購
入
の
約
束
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ち
り
め
ん
製
品
の
ス
カ
ー
フ
や

の
れ
ん
が
売
れ
る
な
ど
、
丹
後
の
特
産
ま
た

魅
力
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

久美浜百珍の会 全国過疎地域自立促進連盟会長賞を受賞 活性化優良事例 

東京のど真ん中で京丹後市をＰＲ 京丹後の魅力を全国に発信 

　
久
美
浜
町
の
自
慢
の
種
を
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動

を
続
け
て
い
る
「
久
美
浜
百
珍
の
会
」（
会
長
・
小
國
猛
久
美
浜

町
商
工
会
長
）
が
、
地
域
の
活
性
化
に
優
れ
た
成
果
を
上
げ
る

取
り
組
み
を
進
め
る
団
体
を
讃
え
て
総
務
省
が
贈
る
「
平
成
十

七
年
度
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。 

　
百
珍
の
会
は
、
平
成
十
一
年
に
結
成
。
「
い
い
も
の
い
っ
ぱ

い
久
美
浜
百
珍
づ
く
り
運
動
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
久
美
浜
の
よ
さ
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
、
内
外
に
誇
れ
る
珍
し
い
も
の

や
、
大
切
な
も
の
を
「
久
美
浜
百
珍
」
と
し
て
認
定
し
、
久
美

浜
町
の
Ｐ
Ｒ
を
広
く
図
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
「
百
珍
」
に
は

こ
れ
ま
で
、
特
産
品
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
天
橋
の
ロ
ン
グ
ビ

ー
チ
な
ど
の
自
然
や
フ
ル
ー
ツ
狩
り
な
ど
の
体
験
、
こ
だ
わ
り

の
宿
な
ど
計
六
十
七
件
を
認
定
。 

　
今
回
の
受
賞
は
、
地
域
全
体
で
の
運
動
が
住
民
に
誇
り
と
生

き
が
い
を
与
え
、
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
ま
ち
づ
く
り
方
式
の

モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
十
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
、
六
回
目
と
な
る
平
成
十
七
年

度
の
「
百
珍
・
認
定
審
査
会
」
で
は
、
久
美
浜
産
の
「
黒
大
豆
」、

「
は
ち
み
つ
」、
稲
葉
本
家
の
「
ぼ
た
も
ち
」、「
吟
松
御
膳
」（
と

ろ
ろ
飯
）、
天
明
の
飢
饉
（
き

き
ん
）
の
際
に
多
く
の
住
民

を
救
っ
た
湊
宮
の
五
件
家
を

題
材
に
し
た
紙
芝
居
「
一
杯

の
粥
」、
か
が
や
き
の
杜
の
「
さ

を
り
織
り
・
紙
す
き
体
験
」

の
六
点
を
百
珍
と
し
て
認
定
。

十
一
月
十
三
日
に
開
か
れ
た

「
久
美
浜
ま
る
か
じ
り
ま
つ

り
」
の
中
で
、
認
定
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。 

中山市長がステージに立ち 

京丹後の魅力を存分にＰＲ 

候補の紙芝居作品を審査 

鳴
き
砂
を
持
ち
込
み 

　
　
美
し
い
自
然
を
ア
ピ
ー
ル 
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市
で
は
、市
長
が
地
域
に
出
向
き
懇
談
さ

せ
て
い
た
だ
く
「
市
政
懇
談
会
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
懇
談
会
は
、市
の
行
う
施
策
に
つ
い

て
直
接
市
民
の
み
な
さ
ん
と
対
話
し
、市
民

の
み
な
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
理
解
と
協

働
意
識
を
深
め
、市
民
参
画
の
推
進
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。十
一
月
八
日

に
は
久
美
浜
で
、
十
日
に
は
弥
栄
で
、
ま
た

二
十
九
日
に
は
丹
後
で
行
い
ま
し
た
。な
お
、

そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、来
年
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
行
う
予
定
で
す
。 

　
今
回
は
、両
会
場
で
の
懇
談
内
容
を
抜
粋

で
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
丹
後
で
の
懇
談
内

容
は
、次
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。 

市民と直接対話 
市政懇談会開く 久美浜 

弥　栄 

▼
　
旧
久
美
浜
町
八
地
区
で
は
、
今
年
四
月

に
地
域
活
性
化
協
議
会
を
設
立
。
活
動
拠

点
に
地
区
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。

地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。 

▼
　
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
自
治
の

見
本
と
な
る
大
変
素
晴
ら
し
い
活
動
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。地
区
セ
ン
タ
ー
は
、指
定

管
理
者
制
度
導
入
後
も
、
自
治
区
が
管
理

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
し
か
し
、
自
治
区
の
み
な
さ
ん
が
喜
ぶ

よ
う
な
運
営
を
す
る
団
体
な
ど
が
指
定
管

理
者
と
し
て
応
募
し
て
き
た
な
ら
、
基
準

を
明
確
に
し
た
う
え
で
そ
の
団
体
な
ど
が

管
理
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。 

▼
　
久
美
浜
湾
一
区
周
辺
環
境
総
合
整
備
計

画
に
よ
る
国
・
府
道
な
ど
の
改
良
工
事
お

よ
び
湾
岸
整
備
工
事
に
つ
い
て
の
今
後
の

見
通
し
は
。 

▼
　
町
並
み
環
境
整
備
事
業
・
久
美
浜
湾
の

埋
め
立
て
事
業
な
ど
、
一
区
周
辺
環
境
整

備
と
し
て
ト
ー
タ
ル
的
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
久
美
浜
の
一
区
周

辺
は
、市
の
西
の
玄
関
口
に
あ
た
り
ま
す
。

観
光
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

す
市
と
し
ま
し
て
は
、
重
要
な
地
域
で
あ

り
豊
富
な
資
源
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
地
元
の
み
な
さ
ん
の
議

論
を
も
と
に
、
専
門
家
の
意
見
も
お
聞
き

し
な
が
ら
み
な
さ
ん
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。 

▼
　
一
区
お
よ
び
久
美
浜
全
体
の
活
性
化
の

核
と
す
る
た
め
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
久
美
浜
を

多
面
的
な
集
客
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

▼
　
久
美
浜
湾
の
景
色
を
望
む
一
等
地
と
し

て
ア
メ
ニ
テ
ィ
久
美
浜
を
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
か
は
、
市
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
か
ら
の
提
案
を
も
と
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
中
で
一
定
の
方
向
性
を

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
ま
た
、十
楽
埋
立
地
に
つ
い
て
も
、同
様

で
、
住
民
と
観
光
客
の
双
方
に
喜
ば
れ
る

利
用
方
法
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
　
町
並
み
環
境
整
備
事
業
が
本
格
的
に
稼

動
し
は
じ
め
た
。
完
成
し
た
施
設
の
日
々

の
管
理
は
地
元
で
行
っ
て
い
く
が
、
修
繕

な
ど
は
市
に
お
願
い
し
た
い
。
事
業
完
了

後
の
市
の
対
応
や
所
管
課
は
。 

▼
　
同
事
業
に
よ
る
施
設
は
市
の
も
の
で
あ

り
、市
が
管
理
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、日
々

の
管
理
を
地
元
で
主
体
的
に
行
っ
て
い
た

だ
け
る
と
い
う
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。 

　
　
現
在
は
、建
設
部
都
市
計
画
・
建
築
住
宅

課
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
完

了
後
の
管
理
や
市
の
担
当
窓
口
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

意見を述べる小林区長会長（久美浜会場） 

ア
メ
ニ
テ
ィ
久
美
浜 

集
客
エ
リ
ア
と
し
て
の
整
備
を 

11月8日 

久美浜久美浜 久美浜 

埋立地のアメニティ久美浜と久美浜一区市街

地（かぶと山山頂から望む） 
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▼
　
合
併
協
議
で
は
、
平
成
十
八
年
度
に
防

災
行
政
無
線
を
設
置
す
る
と
の
計
画
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
一
刻
も
早
い
設
置
を
。 

▼
　
防
災
行
政
無
線
の
設
置
に
は
多
額
の
費

用
を
要
し
ま
す
。
地
域
情
報
化
市
民
会
議

で
市
全
域
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
計
画
を
検

討
。
こ
の
会
議
の
中
で
は
、
防
災
行
政
無

線
の
こ
と
も
考
慮
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
が
有
効
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
市
全
体
で
議

論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

▼
　
積
雪
の
多
い
山
間
部
で
は
高
齢
者
や
独

居
老
人
が
多
く
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
道

路
除
雪
に
苦
慮
し
て
い
る
。
「
雪
下
ろ
し

制
度
」
が
で
き
な
い
も
の
か
。 

▼
　
福
祉
の
制
度
の
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
行
う
と
い
う
事
業

は
あ
る
が
、
大
雪
時
に
完
全
に
で
き
る
の

か
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
　
独
居
な
ど
の
世
帯
の
雪
下
ろ
し
を
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
市
民
局
に

相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

▼
　
除
雪
機
の
入
ら
な
い
集
落
内
の
狭
い
市

道
の
除
雪
は
、
旧
弥
栄
町
で
は
個
人
所
有

機
械
を
借
り
上
げ
補
助
金
を
交
付
し
て
い

た
。
同
様
の
制
度
が
市
で
も
で
き
な
い
か
。 

▼
　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
除
雪
機
械
を
地

区
へ
貸
し
出
す
こ
と
と
し
、
歩
行
型
、
乗

用
型
を
三
台
ず
つ
購
入
。
今
年
度
は
、
地

域
の
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
除
雪
経

費
の
削
減
可
能
な
地
域
と
し
て
、
歩
行
型

は
三
台
と
も
久
美
浜
へ
、
乗
用
型
は
網
野
、

丹
後
、
久
美
浜
へ
貸
し
出
す
予
定
で
す
。 

▼
　
高
規
格
道
路
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

府
道
網
野
岩
滝
線
の
今
後
は
。 

▼
　
高
規
格
道
路
は
、
平
成
十
九
年
に
は
和

知
宮
津
間
が
、
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
中

に
は
野
田
川
ま
で
が
開
通
し
ま
す
。
来
年

度
に
は
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
道
路
の
野
田
川

大
宮
間
が
着
工
。
平
成
二
十
年
代
半
ば
ま

で
に
は
開
通
の
予
定
で
す
。 

　
　
府
道
網
野
岩
滝
線
に
限
ら
ず
、
市
内
に

は
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
路
が
多

く
あ
り
ま
す
。
府
の
予
算
を
丹
後
地
域
に

集
中
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

▼
　
弥
栄
町
地
域
で
は
小
集
落
が
多
く
消
防

団
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。
小
集
落

の
消
防
組
織
に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
。 

▼
　
団
員
確
保
は
、
全
市
的
に
頭
の
痛
い
問

題
で
す
。
現
在
、
消
防
団
で
は
再
編
の
検

討
を
し
て
お
り
、
団
員
確
保
の
議
論
も
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
　
久
美
浜
や
大
宮
で
は
、
自
警
団
を
設
け

て
災
害
の
初
動
時
な
ど
は
自
警
団
が
活
動

し
、
消
防
団
と
連
携
し
災
害
の
沈
静
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
市
と
し
ま
し
て
は
、
自
主
防
災
組
織
の

確
立
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

意見を述べる坪倉区長会会長（弥栄会場） 

市政懇談会の冒頭、あいさつをかねて、

総合計画や、行財政改革推進計画など市

政方針を語る市長（写真は弥栄会場） 

山
間
部
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
の 

除
雪
対
策
を 

11月10日 

弥　栄弥　栄 弥　栄 

現在の防災行政無線の戸別受信機（写真は、

峰山町で使用のもの） 
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多
彩
的
！

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活

京
丹
後
生
活 

多
彩
的
！ 

 

京
丹
後
生
活 

　
中
国
の
亳
州
市
か
ら
、
海
外
技
術
研
修
生
と
し
て
市
役
所

で
研
修
し
て
い
る
、
柴
・
青
（
さ
い
・
せ
い
）
さ
ん
の
京
丹

後
市
の
印
象
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　
時
間
が
経
つ
の
は
本
当
に
早
く
、

研
修
に
来
て
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

 

こ
の
一
か
月
間
は
、
亳
州
市
と
京

丹
後
市
の
大
き
な
交
流
事
業
が
二
つ

あ
り
ま
し
た
。 

 

一
つ
は
、
亳
州
市
の
黄
亞
洲
（
こ

う
あ
し
ゅ
う
）
副
市
長
が
、
京
丹
後

市
を
訪
れ
た
こ
と
で
す
。
京
丹
後
市

亳
州
市
友
好
交
流
協
会
準
備
会
の
か

た
や
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
盛

大
な
歓
迎
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

丹
後
の
美
し
い
風
景
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
訪
問
団
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

私
は
、
歓
迎
式
典
で
着
物
を
着
て

通
訳
を
し
ま
し
た
。
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、
会
場
の
雰
囲
気
は
と
て

も
和
や
か
で
、
両
市
の
交
流
の
お
手

伝
い
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
京
丹
後
市
の
友
好

交
流
訪
問
団
が
、
亳
州
市
を
訪
問
し

た
こ
と
で
す
。
私
も
訪
問
団
に
同
行
し
、

五
か
月
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
り
ま
し
た
。 

 

亳
州
市
で
は
、
邵
國
荷
（
し
ょ
う
・

こ
く
か
）
市
委
書
記
、
劉
健
（
り
ゅ
う
・

け
ん
）
市
長
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
中

国
漢
方
薬
材
交
易
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
名
所
旧
跡
を
視
察
。
こ
の
交
流
に

よ
り
両
市
の
友
好
関
係
が
さ
ら
に
発

展
し
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民
の
か
た
が
、

両
市
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

温
か
い
歓
迎
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
田
助
役
（
左
） 

「京丹後市亳州市友好交流協会準備会」が中国安徽省亳州市を訪問 
 

薬
草
を
縁
と
し
て
友
好
交
流
を
進
め
る
中

国
安
徽
（
あ
ん
き
）
省
亳
州
（
は
く
し
ゅ
う
）

市
の
招
き
で
、
「
京
丹
後
市
亳
州
市
友
好
交

流
協
会
準
備
会
」（
会
長
・
今
度
勝
丹
後
商
工

会
協
議
会
長
）
が
、
十
一
月
三
日
か
ら
七
日

ま
で
の
五
日
間
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

　
訪
問
団
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
同
市
と
交
流

を
進
め
て
い
る
商
工
・
観
光
分
野
の
関
係
者

や
薬
草
に
詳
し
い
病
院
関
係
者
な
ど
総
勢
十

九
人
。 

 

亳
州
市
と
は
、
今
年
の
四
月
と
十
月
に
副

市
長
が
京
丹
後
市
を
訪
れ
る
な
ど
友
好
交
流

を
続
け
て
お
り
、
今
回
の
訪
問
は
、
京
丹
後

市
民
に
亳
州
市
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

亳
州
市
の
劉
健
（
り
ゅ
う
・
け
ん
）
市
長
か

ら
の
招
へ
い
を
受
け
実
現
し
ま
し
た
。 

 

訪
問
団
は
、
亳
州
市
の
熱
烈
な
歓
迎
を
受

け
た
後
、
亳
州
市
人
民
政
府
の
邵
國
荷
（
し

ょ
う
・
こ
く
か
）
亳
州
市
委
書
記
や
劉
健
市

長
と
の
会
見
を
行
い
、
両
市
が
さ
ら
な
る
交

流
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。 

 

今
回
の
訪
問
は
、
薬
草
を
通
し
た
経
済
交

流
、
ま
た
相
互

の
市
民
同
士
が

行
き
来
で
き
る

よ
う
な
観
光
の

可
能
性
を
探
る

の
が
目
的
。 

 

中
国
最
大
級

の
薬
材
市
場
で

あ
る
薬
材
交
易

セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
国
全
土
か
ら
集
ま
っ
た

薬
材
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
薬

材
の
持
つ
魅
力
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
漢
方
薬
の
製
剤
所
や
三
千
年
以

上
も
前
か
ら
の
悠
久
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
文

化
遺
産
の
数
々
を
訪
れ
、
亳
州
市
の
広
大
さ
、

歴
史
・
文
化
の
豊
富
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 

訪
問
団
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
、
薬
草
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
で
の
交
流

の
重
要
性
を
認
識
し
あ
う
と
と
も
に
、
両
市

の
文
化
を
紹
介
し
あ
う
こ
と
で
、
相
互
の
理

解
と
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

ま
す
。 

 

市
で
は
、

今
後
も
亳
州

市
と
の
交
流

を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

亳州市人民政府での歓迎式 

国家級重要文化財「花戯楼」 

薬
材
交
易
セ
ン
タ
ー 
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ラ
・
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
　
ペ
タ
ン
ク
交
流
会 

決勝トーナメント結果 

１位グループ 

２位グループ 

３位グループ 

４位グループ 

優勝　京都オリオン（京都市） 

　　　　角田　俊彦・岡本三津子 

優勝　丹ペタＹＹ（京丹後市） 

　　　　山本　廣治・矢野千枝子 

優勝　どんぐり（福知山市） 

　　　　永田　和夫・五町森純子 

優勝　嵯峨Ｏ（京都市） 

　　　　岡本　　実・堅田　桂子 

（敬称略） 

　高校の全国大会３冠を達成した永田

裕城さん（網野高等学校２年生）と、

世界レスリング選手権で金メダルを獲

得した正田絢子さんが、11月９日に市

役所を訪れ、優勝を報告されました。 

　永田さんは、10月に岡山県倉敷市で

開かれた「第60回国民体育大会レスリ

ング競技」の少年男子フリースタイル

74㎏級で優勝を飾り、「春の選抜」、「夏

のインターハイ」と合わせて全国大会

３冠という快挙を成し遂げました。　 

　
あ
い
に
く
の
天
候
と
な
っ

た
十
一
月
五
日
、
「
ラ
・
ノ

ー
ル
カ
ッ
プ
　
ペ
タ
ン
ク
交

流
会
」
が
、
峰
山
途
中
ケ
丘

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
ペ

タ
ン
ク
愛
好
家
が
軽
快
な
音

を
響
か
せ
腕
を
競
い
ま
し
た 

　
ペ
タ
ン
ク
は
、
六
〜
一
〇

メ
ー

ト
ル

先
の
目
標
に
向
か
い
、
鉄

球
（
六
五
〇
〜
八
〇
〇
グ
ラ

ム

）

を
投
げ
、
近
く
に
止
め
た
方

が
勝
ち
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

ス
ポ
ー
ツ
で
、
年
齢
や
体
力

に
関
係
な
く
楽
し
め
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

年
々
愛
好
者
が
増
え
て

い
ま
す
。 

　
同
大
会
は
、
「
丹
後

ペ
タ
ン
ク
同
好
会
」（
矢

野
千
枝
子
会
長
）
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
十
回
目
。 

　
今
大
会
に
は
、
市
内
を
は

じ
め
、
奈
良
市
や
京
都
市
、

舞
鶴
市
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
か
ら
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な

三
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。
雨

と
突
風
が
吹
く
中
、
参
加
者

は
、
数
メ
ー

ト
ル

先
の
ビ
ュ
ッ
ト
を

め
ざ
し
、
見
事
な
制
球
で
鉄

球
を
投
げ
合
い
、
ス
リ
ル
あ

ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。 

（左から）引野教育長・正田絢子さん・

永田裕城さん・中山市長 

　
九
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
開
か

れ
た
「
二
〇
〇
五
世
界
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
」
の
女
子
五
十
九

㎏
級
で
、
見
事
に
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
さ
れ
た
、
正
田
絢
子
さ
ん

（
網
野
町
浅
茂
川
）
の
功
績
を

讃
え
、
十
一
月
十
八
日
に
ア
ミ

テ
ィ
丹
後
（
網
野
町
網
野
）
で

「
優
勝
報
告
会
」（
網
野
高
等
学

校
レ
ス
リ
ン
グ
部
後
援
会
「
丹

心
」
・
網
野
高
等
学
校
同
窓
会

主
催
）
が
盛
大
に
開
か
れ
、
偉

業
を
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
正
田
さ
ん
は
、
大
阪
府
吹
田

市
出
身
。
小
学
校
時
代
か
ら
レ

ス
リ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
、
網
野

高
等
学
校
に
進
学
後
め
き
め
き

と
力
を
つ
け
、
三
年
生
の
と
き

に
世
界
選
手
権
の
六
十
二
㎏
級

で
優
勝
を
飾
り
、
世
界
の
頂
点

に
立
た
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
は
肩
の
け
が
な
ど
に
泣

か
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
昨
夏
の

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場

を
逃
し
ま
し
た
が
、
困
難
を
乗

り
越
え
、
六
年
ぶ
り
に
見
事
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
返
り
咲
き

ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
バ

レ
ッ
ジ
（
東
京
都
）
に
所
属
さ

れ
な
が
ら
も
本
拠
を
京
丹
後
市

に
お
い
て
、
網
野
高
等
学
校
の

後
輩
を
相
手
に
練
習
に
励
ん
で

こ
ら
れ
、
こ
の
日
の
「
優
勝
報

告
会
」
に
は
、
正
田
さ
ん
と
と

も
に
汗
を
流
し
て
い
る
後
輩
や

恩
師
、
保
護
者
な
ど
約
百
人
が

出
席
。
網
野
高
等
学
校
レ
ス
リ

ン
グ
部
後
援
会
の
久
古
会
長
や
、

京
都
府
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
の
岩

野
会
長
な
ど
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
京

丹
後
市
か
ら
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
井
上
謙

二
さ
ん
（
網
野
高
等
学
校
出
身
）

な
ど
に
続
き
四
人
目
と
な
る
「
京

丹
後
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
栄
誉
賞
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
正
田
さ
ん
は
、
「
一
緒
に
練

習
し
て
く
れ
る
仲
間
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
支
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
み
な
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
す
ご
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
期

待
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
三
年
後
の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
絶
対
に
取

り
た
い
」
と
力
強
く
答
え
ら
れ

ま
し
た
。 

世界レスリング選手権 女子59㎏級 金メダル 京丹後市スポーツ特別栄誉賞を贈呈 
正
田
絢
子
さ
ん
（
右
）
に
、
荒
田
助
役
か

ら
「
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
栄
誉
賞
」
を
贈
呈 

正田絢子さんの活躍を祝福正田絢子さんの活躍を祝福 正田絢子さんの活躍を祝福 
世界レスリング選手権 女子59㎏級 金メダル 京丹後市スポーツ特別栄誉賞を贈呈 
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　ぼくたち、わたしたちを守ろうとして

くださっている地域の人たちの気持ちに

応えるため、自分の命は自分で守ります。 

　危険を感じたら、大声で叫び、逃げま

す。 

　誘われても、車には乗りません。絶対

についていきません。 

　でも、ぼくたち、わたしたちは、みん

ながやさしくて、安心して暮らせる社会

になればいいと思っています。 

　大人のみなさん、ぼくたち、わたした

ちを、これからも守ってください。お願

いします。 

　子どもたちが、安心・安全に登下校で

きるには、大人はもちろん、子どもたち

でも高学年が低学年をよく見ながら、ま

た家に帰って遊ぶときもよきリーダーと

して、目配りしながら、知らない人が声

をかけたりしても絶対についていかない

ようにしましょう。 

　一方では、大人の役目として、子ども

たちの安全を守るには、今や学校やＰＴ

Ａだけでは限界があると言わざるを得ま

せん。そこで、地域の大人一人ひとりが、

一層の危機感を持ち、「地域の子どもは

地域で守る」を合言葉として、しっかり

子どもたちの安心・安全を見守っていき

たいと思います。 

　子どもたちも大きな声で「おはようご

ざいます」、「こんちには」、「ただいま」

と言うように声を出すことの大切さを身

につけて、これからは、大人と子どもた

ちが身近な関係を持ちながら、安心・安

全な京丹後市をみんなでつくっていくこ

とを誓いましょう。 

大人からの 
安全メッセージ 

子どもからの 
安全メッセージ 

　
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
犯
罪
が
社
会
問
題

と
な
る
中
、
子
ど
も
の
安
全
の
あ
り
方
を
考
え

る
「
子
ど
も
を
ま
も
ろ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
京

丹
後
」（
京
丹
後
防
犯
協
会
主
催
）
が
、
十
月
二

十
三
日
に
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）

で
開
か
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、
犯
罪
の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
地
域
ぐ
る
み
で
の
活
動
の
重
要
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
旧
三
郡
の
防
犯
協
会
を

統
合
し
て
、
本
年
九
月
に
新
た
に
「
京
丹
後
防

犯
協
会
」
が
発
足
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
。 

　
「
地
域
ぐ
る
み
で
ま
も
ろ
う
！
子
ど
も
の
安
全
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、

神
野
小
学
校
五
年
生
の
岡
田
拓
馬
さ
ん
と
山
根

麻
文
さ
ん
、
網
野
高
等
学
校
三
年
生
の
松
田
茜

さ
ん
、
久
美
浜
高
等
学
校
二
年
生
の
松
田
拓
実

さ
ん
、
吉
野
小
学
校
区
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
坪
倉
忠
世
さ
ん
、
峰
山
小
学
校
教
諭
の
岩

松
靖
幸
さ
ん
、
引
野
教
育
長
が
参
加
。
児
童
・

生
徒
は
、「
自
分
が
被
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
こ
と
を
自
覚
し
て
行
動
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」、

「
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
温
か
く
見
守

っ
て
く
れ
て
安
心
」
な
ど
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
こ
と
を
発
表
。
ま
た
、
大
人
か
ら
は
、
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
の
成
果
や
、
小
学
校
で
の
防
犯
訓
練
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
の
重
要
性

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
犯
罪
が
起
こ
り

に
く
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
と
大
人
の
代
表
が
「
子
ど
も

の
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
読
み
上
げ
、

互
い
に
交
換
し
て
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
誓
い
ま
し
た
。
　 

子
ど
も
を
ま
も
ろ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
京
丹
後 

●「悪くなった」理由はなんですか ●あなたが住んでいる地域の治安は、数

年前と比べてどうですか 

●あなたの地域で犯罪を防止するため、ど

のようなことが大切だと思いますか 

●子どもの安全について、どのような

ことが大切だと思いますか 

来場者のみなさんのアンケート結果 

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
の
重
要
性
を
確
認

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
の
重
要
性
を
確
認 
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
の
重
要
性
を
確
認 

よくなった 
19

犯罪や犯罪や 
不審者が増えた不審者が増えた 

4141

地域の大人が地域の大人が 
パトロールしたりパトロールしたり 
見守り活動をする見守り活動をする 

103103

あいさつ 
しあう 
86

防犯ブザーなど防犯ブザーなど 
身を守るものを身を守るものを 
日ごろから日ごろから 
携帯させる携帯させる 
5757

小さいころから小さいころから 
防犯教育を行う防犯教育を行う 

8484

その他その他4
わからないわからない9

その他その他4

無回答無回答1515 無回答無回答1717

住民同士の住民同士の 
つきあいをよくしつきあいをよくし 
コミュニケーションをコミュニケーションを 
とるとる 
135135

地域の地域の 
コミュニケーションコミュニケーション 
が悪くなったが悪くなった 

2525悪くなった悪くなった 
6060

警察にパトロールを警察にパトロールを 
強化してもらったり強化してもらったり 
行政に環境整備を行政に環境整備を 
進めてもらう進めてもらう 

7171

消防団のような消防団のような 
きちんとしたきちんとした 
自衛団をつくるべき自衛団をつくるべき 
1212

積極的にさまざまな行事に参加する積極的にさまざまな行事に参加する3434

変わらない変わらない 
6767

よくわからないよくわからない 
4242

その他その他3無回答無回答5

地域の大人が 
パトロールしたり 
見守り活動をする 

103

防犯ブザーなど 
身を守るものを 
日ごろから 
携帯させる 
57

小さいころから 
防犯教育を行う 

84

犯罪や 
不審者が増えた 

41

地域の 
コミュニケーション 
が悪くなった 

25悪くなった 
60

変わらない 
67

よくわからない 
42

その他4
わからない9

その他4

無回答15 無回答17

住民同士の 
つきあいをよくし 
コミュニケーションを 
とる 
135

警察にパトロールを 
強化してもらったり 
行政に環境整備を 
進めてもらう 

71

消防団のような 
きちんとした 
自衛団をつくるべき 
12

積極的にさまざまな行事に参加する34

その他3無回答5

　
仲
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
に
豊

岡
郵
便
局
に
勤
務
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
七

月
ま
で
の
四
十
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、

卓
越
し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
郵
政
事
業
の

発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
京
都
中
央
郵
便
局
次
長
、
吹
田

千
里
郵
便
局
長
、
右
京
郵
便
局
長
を
歴
任
さ

れ
る
な
ど
、
高
い
識
見
と
深
い
洞
察
力
に
よ

り
、
郵
政
事
業
の
遂
行
に
大
き
な
力
を
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
「
お
客
さ
ま
か
ら
愛
し
親
し
ま
れ

る
郵
便
局
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
活
か
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
郵
便

局
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
後
輩

の
育
成
に
も
精
力
的
に
力
を
注
が
れ
、
同
人

の
配
下
か
ら
優
秀
な
人
材
を
輩
出
さ
れ
る
な

ど
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
退
職
後
も
、
久
美
浜
一
区
の
区
長
会
長
や

同
町
区
長
連
絡
協
議
会
長
な
ど
の
役
員
と
し

て
、
地
域
振
興

に
献
身
的
に
取

り
組
ま
れ
、
そ

の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
受
章

さ
れ
ま
し
た
。 
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受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
章
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　
二
〇
〇
五
年
秋
の
叙
勲
で
、
仲
田
壽
雄
さ
ん
（
久
美
浜
町
）
と
、
野
村
弘
和
さ
ん

（
峰
山
町
御
旅
）
が
瑞
宝
小
綬
章
を
、
吉
岡
國
三
さ
ん
（
網
野
町
木
津
）
が
旭
日
単

光
章
を
、
花
満
加
壽
夫
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

旭
日
単
光
章

旭
日
単
光
章 

　
吉
岡
國
三
さ
ん
（
網
野
町
木
津
）

　
吉
岡
國
三
さ
ん
（
網
野
町
木
津
） 

旭
日
単
光
章 

　
吉
岡
國
三
さ
ん
（
網
野
町
木
津
） 

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章 

　
花
満
加
壽
夫
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
）

　
花
満
加
壽
夫
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
） 

瑞
宝
単
光
章 

　
花
満
加
壽
夫
さ
ん
（
丹
後
町
中
浜
） 

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章 

　
仲
田
壽
雄
さ
ん
（
久
美
浜
町
）

　
仲
田
壽
雄
さ
ん
（
久
美
浜
町
） 

瑞
宝
小
綬
章 

　
仲
田
壽
雄
さ
ん
（
久
美
浜
町
） 

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
小
綬
章 

　
野
村
弘
和
さ
ん
（
峰
山
町
御
旅
）

　
野
村
弘
和
さ
ん
（
峰
山
町
御
旅
） 

瑞
宝
小
綬
章 

　
野
村
弘
和
さ
ん
（
峰
山
町
御
旅
） 

吉岡　國三さん 

　
吉
岡
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
か
ら
平

成
九
年
一
月
ま
で
の
連
続
三
期
十
二
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
旧
網
野
町
の
監
査
委
員
と
し

て
、
町
の
財
政
に
関
す
る
事
務
の
執
行
お
よ

び
事
業
の
経
営
に
か
か
る
執
行
管
理
に
公
正

な
立
場
を
堅
持
し
職
責
を
全
う
さ
れ
、
網
野

町
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
常
に
事
業
効
果
の
報
告
を
求
め

懸
案
課
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
住
民
福
祉
の
向
上

と
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ

と
を
観
点
に
、
合
理
化
・
効
率
化
の
推
進
に

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
三

年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
網
野
町
公
平
委
員
会

委
員
と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
八
月
か
ら
昭

和
五
十
七
年
八
月
ま
で
網
野
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
か

ら
昭
和
六
十
年
三
月
ま
で
網
野
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
と
し
て
自
治
振
興
に

大
き
く
寄
与

い
た
だ
き
、

そ
の
功
績
が

高
く
評
価
さ

れ
受
章
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

花満加壽夫さん 

野村　弘和さん 

仲田　壽雄さん 

　
野
村
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
に

京
都
府
に
奉
職
し
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
ま

で
の
三
十
二
年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
、
豊

富
な
経
験
と
高
い
識
見
を
も
っ
て
、
京
都
府

行
政
の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
京
都
府
舞
鶴
事
務
局
舞
鶴
港
管

理
事
務
所
長
、
京
都
府
峰
山
事
務
所
長
、
京

都
府
宮
津
事
務
所
長
お
よ
び
京
都
府
宮
津
地

方
振
興
局
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
京
都
府
の
振
興
・
発
展
に

ご
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
退
職
後
は
、
旧
大
宮
町
助
役
に
就
任

さ
れ
、
優
れ
た
行
政
手
腕
を
活
か
さ
れ
、
円

滑
か
つ
効
率
的
な
町
政
の
推
進
を
図
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
中
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
運
営
に
精
力
的
に
力

を
注
が
れ
、
平
成
十
六
年
十
月
に
社
団
法
人

京
丹
後
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
と
組

織
が
変
遷
す
る
中
、
現
在
も
理
事
長
と
し
て

第
一
線
で
職
務

に
あ
た
ら
れ
る

な
ど
、
そ
の
顕

著
な
功
績
が
認

め
ら
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。 

　
花
満
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
五
月
か
ら

平
成
二
年
一
月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、
丹

後
町
消
防
団
員
と
し
て
、
研
さ
ん
惜
し
む
こ

と
な
く
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
部
長
・
副
分
団
長
・
分
団
長
・

副
団
長
を
歴
任
。
昭
和
五
十
九
年
四
月
に
団

長
就
任
後
は
、
電
気
製
品
な
ど
の
普
及
に
よ

る
火
災
の
多
様
化
や
、
団
員
の
町
外
勤
務
の

増
加
、
若
年
者
層
の
流
出
に
よ
り
団
員
確
保

が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
消
防
団
の

機
構
改
革
を
精
力
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

機
構
改
革
計
画
を
作
成
し
、
六
年
を
か
け
て

地
区
の
要
望
を
聞
く
な
ど
検
討
を
重
ね
消
防

施
設
の
整
備
と
広
域
的
な
消
防
団
体
制
を
整

備
し
、
各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
て
、
五

分
団
二
十
七
部
体
制
か
ら
現
在
の
五
分
団
十

三
部
体
制
と
な
っ
た
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
る

な
ど
、
情
熱

的
で
献
身
的

な
活
動
が
認

め
ら
れ
受
章

さ
れ
た
も
の

で
す
。 
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受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
受
賞
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

米田　敦弘さん 

　
公
教
育
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
米

田
敦
弘
さ
ん
（
久
美
浜
町
）
が
、
十
一
月
二
日
、

「
京
都
府
教
育
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 

　
米
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら
平
成

十
三
年
三
月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
小
・
中
学
校

の
教
員
と
し
て
、
丹
後
の
教
育
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
平
成
元
年
か
ら
小
学
校
長
、
ま
た
平

成
八
年
か
ら
は
中
学
校
長
と
し
て
強
い
情
熱
と
豊

か
な
識
見
、
卓
越
し
た
指
導
力
に
よ
り
学
校
教
育

の
進
展
に
力
を
発
揮
。
「
丹
後
小
学
校
教
育
研
究

会
」
お
よ
び
「
丹
後
中
学
校
研
究
会
」
を
発
足
さ

れ
る
と
と
も
に
、
「
京
都
府
下
小
学
校
長
会
」
の

調
査
研
究
委
員
長
と
し
て
多
種
多
様
な
調
査
を
行

う
な
ど
公
教
育
の
推
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
は
旧
久
美
浜
町

教
育
委
員
会
指
導
主
事
と
し
て
、
ま
た
平
成
十
六

年
四
月
の
六
町
合
併
に
よ
り
京
丹
後
市
が
発
足
し

て
か
ら
は
、
市
教
育
委
員
会
の
総
括
指
導
主
事
と

し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
学

力
の
充
実
を
は
じ
め
、
強
力
な
指
導
援
助
体
制
の

要
と
し
て
ご
活
躍

中
で
、
そ
の
顕
著

な
功
績
が
認
め
ら

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

荻野　秀忠さん 

　
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
峰
山
地
域
公
民

館
（
峰
山
町
杉
谷
・
岸
田
和
夫
館
長
）
が
優
良
公
民
館
と

し
て
「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
表
彰
は
、
各
都
道
府
県
か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
省
の
審
査
委
員
会
で
選
考
を
受
け
た
も
の
で
、

全
国
で
六
十
館
が
受
賞
し
、
京
都
府
か
ら
は
、
峰
山
地
域

公
民
館
が
唯
一
受
賞
。
同
館
は
、
平
成
八
年
の
受
賞
に
続

き
二
回
目
の
受
章
と
な
り
、
十
月
三
十
一
日
に
東
京
都
千

代
田
区
の
東
海
大
学
校
友
会
館
で
行
わ
れ
た
授
賞
式
で
、

文
部
科
学
大
臣
の
賞
状
と
全
国
公
民
館
連
合
会
か
ら
記
念

の
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
峰
山
地
域
公
民
館
は
、
年
間
三
百
五
十
七
日
開
館
。（
平

成
十
六
年
実
績
）
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
の
か
た
に
至
る
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
各
種
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
四
十
三
の
教
室
や
講

座
、
展
示
会
な
ど
を
開
催
し
、
一
万
人
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
六
十

歳
以
上
の
か
た
を
対
象
と
し
た
高
齢
者
大
学
は
、
受
講
者

の
自
主
運
営
を
基
本
に
九
つ
の
専
門
コ
ー
ス
を
開
講
。
約

三
百
人
の
受
講
生
が
、
年
間
を
通
し
て
新
し
い
自
分
の
発

見
や
仲
間
づ

く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り

を
楽
し
み
な

が
ら
学
ば
れ

て
い
ま
す
。 

　公民館活動にかかわってい

ただいた多くのみなさんのお

かげで受賞させていただきま

した。今後さらに、生涯学習

の充実、また心の豊かさを育

む活動に取り組んでまいります。 

京都府教育功労者表彰を受賞 米田敦弘さん（久美浜町） 京都府教育功労者表彰を受賞 米田敦弘さん（久美浜町） 

文部科学大臣 優良公民館表彰を受賞 峰山地域公民館 文部科学大臣 優良公民館表彰を受賞 峰山地域公民館 

全国公平委員会連合会８年表彰を受賞 荻野秀忠さん（峰山町堺） 全国公平委員会連合会８年表彰を受賞 荻野秀忠さん（峰山町堺） 
　
京
丹
後
市
公
平
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
荻
野
秀
忠
さ
ん
（
峰
山

町
堺
）
が
、
全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
か
ら
「
八

年
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
、
十
月
二
十
八
日
に
東
京

都
の
九
段
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
十
七
年
度

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
通
常
総
会
」
で
表
彰
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
荻
野
さ
ん
は
、
平
成
三
年
九
月
か
ら
平
成
十
六

年
三
月
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
旧
峰
山
町
の
公
平

委
員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
京
丹
後
市
発
足

後
の
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
現
在
ま
で
、
京
丹
後

市
公
平
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　
荻
野
さ
ん
は
、
職
員
の
給
与
実
態
や
勤
務
条
件

な
ど
に
関
し
、
そ
の
趣
旨
・
内
容
を
研
究
さ
れ
、

そ
の
実
態
を
把
握
さ
れ
る
中
、
常
に
公
平
な
立
場

に
立
っ
て
審
議
さ
れ
、
町
ま
た
市
の
人
事
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
京
都
府
産
業
功
労
者
表
彰
（
平
成

十
一
年
）、
峰
山
町
自
治
功
労
者
功
績
表
彰
（
平
成

十
二
年
）、
公
平
委
員
会
制
度
五
十
周
年
記
念
総
務

大
臣
表
彰
（
平
成
十
三
年
）
な
ど
を
受
賞
さ
れ
て

お
り
、
今
回
、
長
年
に
わ
た
り
職
務
に
精
励
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

峰
山
地
域
公
民
館 

　
岸
田
　
和
夫
館
長 

元
陸
上
自
衛
隊

元
陸
上
自
衛
隊 

　
故
吉
岡
昌
三
さ
ん

　
故
吉
岡
昌
三
さ
ん 

　
　
瑞

　
　
瑞
宝
単
宝
単
光
章
を
受
章

光
章
を
受
章 

平成17年12月 広報きょうたんご 

17

　
元
陸
上
自
衛
隊
で
、
大
宮
町
選
挙
管
理
委
員
長

も
務
め
ら
れ
た
故
吉
岡
昌
三
さ
ん
（
大
宮
町
河
辺
）

が
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
十
月
十
四
日

に
堀
内
自
衛
隊
京
都
地
方
連
絡
部
総
務
課
長
か
ら

遺
族
の
か
た
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
吉
岡
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
十
月
に
警
察
予

備
隊
に
入
隊
後
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
に
保
安
庁

法
の
施
行
に
よ
り
保
安
隊
員
と
し
て
、
昭
和
二
十

九
年
七
月
防
衛
庁
設
置
法
に
よ
り
陸
上
自
衛
隊
の

発
足
と
同
時
に
陸
上
自
衛
官
と
し
て
勤
務
。
姫
路

駐
屯
地
を
は
じ
め
、
昭
和
三
十
二
年
北
海
道
美
幌

駐
屯
地
、
昭
和
三
十
七
年
北
海
道
真
駒
内
駐
屯
地
、

昭
和
五
十
四
年
福
知
山
駐
屯
地
に
勤
務
さ
れ
、
同

年
九
月
に
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
国
防
の
任
に
当
た

ら
れ
ま
し
た
。 

　
退
官
後
は
、
退
職
自
衛
官
で
構
成
さ
れ
る
社
団

法
人
隊
友
会
に
入
会
さ
れ
、
平
成
四
年
か
ら
平
成

十
六
年
ま
で
は
同
丹
後
支
部
の
会
長
と
し
て
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
一
年
か
ら
平
成

十
六
年
ま
で
大
宮
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し

て
、
京
丹
後
市
発
足
後
も
市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
と
し
て
、
公

正
な
選
挙
運
営

に
多
大
な
ご
尽

力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
保
護
司
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
十

七
年
十
月
ま
で
の
二
十
四
年
余
り
の
永
き
に
わ
た

り
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
小
林
昭
三
さ
ん
（
弥
栄

町
溝
谷
）
が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
丹
後
教
育
局

長
を
退
任
後
す
ぐ
に
保
護
司
に
就
か
れ
、
保
護
観

察
中
の
少
年
や
少
女
の
相
談
に
の
る
な
ど
、
少
年

た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
成
長
す
る
支
え
と
な

り
、
罪
を
犯
し
た
多
く
の
人
々
を
更
生
へ
と
導
く

活
動
を
精
力
的
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
平
成
九
年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
は

丹
後
地
区
保
護
司
会
の
副
会
長
を
、
ま
た
平
成
十

五
年
四
月
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
ま
で
は
同
会
の

顧
問
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
丹
後
地
域
の
保
護
司

の
先
導
的
役
割
も
担
わ
れ
、
常
に
保
護
観
察
官
と

協
力
し
て
、
保
護
観
察
や
環
境
整
備
、
そ
し
て
地

域
の
犯
罪
・
非
行
の
防
止
活
動
に
献
身
的
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
そ
の
功
績
を
讃
え
受
賞
さ
れ
た
も

の
で
す
。 

　
小
林
さ
ん
は
「
ほ
か
の
保
護
司
の
か
た
と
と
も

に
支
え
あ
い
な
が
ら
無
事
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

受
賞
は
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち

を
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

元
陸
上
自
衛
隊

元
陸
上
自
衛
隊 

　
故
吉
岡
昌
三
さ
ん

　
故
吉
岡
昌
三
さ
ん 

　
　
瑞

　
　
瑞
宝
単
宝
単
光
章
を
受
章

光
章
を
受
章 

保
護
司

保
護
司 

　
小
林
昭
三
さ
ん

　
小
林
昭
三
さ
ん 

　
　
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

保
護
司 

　
小
林
昭
三
さ
ん 

　
　
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

保
護
司 

　
小
林
昭
三
さ
ん 

　
　
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞 

故吉岡　昌三さん 

小林　昭三さん 

　人権を尊重することは、人の心のあり方に密接にかかわる問題でもあり

ます。一人ひとりが人権を尊重することの大切さを正しく認識し、人権尊

重の理念を広く普及・強化していくことを目的として、次のとおり「人権

市民のつどい」を開催します。 

 

●日　時　12月23日（金・祝）　13：00～ 
●場　所　京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 

●主　催　京丹後市・京丹後市教育委員会 

●共　催　宮津・京丹後・舞鶴人権啓発活動地域ネットワーク協議会 

●内　容　○講演　夜回り先生　水谷修さん 

　　　　　　　　　　「いいもんだよ、生きるって」 

　　　　　○人権作文発表　人権作文コンクールの優秀作品を朗読 

 　　　　○コーラス発表　市内で活動しているコーラスグループの合唱 

●お問い合わせ先　市民課（☎69-0210） 

「人権市民のつどい」 
ご案内 

「人権市民のつどい」 
ご案内 

水谷修さん　プロフィール 

 1956年横浜生まれ。元横浜市

の高等学校教諭。高校教師生活

のほとんどを少年少女の非行・

薬物問題に捧げ、『夜回り先生』

の異名を持ち、深夜のパトロー

ルを行いながら若者の更生に尽

力。 

 また、各メディアへの出演や

日本各地での講演を通して、少

年少女非行の実態を広く社会に

訴え続けている。 

入場無料 

※保育コーナーを開設します。 

　お申し込みは12月20日までに市民課（☎69-0210）へ 

元
陸
上
自
衛
隊 

　
故
吉
岡
昌
三
さ
ん 

　
　
瑞
宝
単
光
章
を
受
章 
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私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
京
丹
後
市
」
の
海
や
森
林
、
河
川
な

ど
の
美
し
い
自
然
環
境
は
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
大
切
な
財

産
で
あ
り
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
環
境
保
全
並
び
に
市
域
全
体
の
美
化
づ

く
り
の
ル
ー
ル
「
京
丹
後
市
美
し
い
ふ
る
さ
と
条
例
」
を
新
市

の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
制
定
。
条
例
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
、
市
を
訪
れ
る
す
べ
て
の
か
た
の
理
解
と
協
力
に
よ

り
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
う
た
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

考
え
、
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
市
お
よ
び
京
都
府
丹
後
広
域
振

興
局
で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス

タ
ー
」
を
募
集
。
市
内
全
小
学
校
三
十
一
校
か
ら
一
、
五
八
一

点
の
力
作
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
の
優
秀
賞
六
点
で
啓
発
看
板

を
作
製
す
る
と
と
も
に
、
優
秀
賞
と
入
選
作
品
（
二
十
四
点
）

を
、
十
一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
中
旬
に
か
け
て
各
市
民
局
で
展

示
し
、
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
来
庁
者
に
訴
え
ま
し
た
。 

　
京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
と
京
都
府
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
募
集
し
た
「
平

成
十
七
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」

で
、
神
野
小
学
校
の
土
田
帆
乃
佳
さ
ん
（
二

年
生
）
と
網
野
北
小
学
校
の
永
砂
春
樹
さ

ん
（
三
年
生
）
が
京
都
府
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
賞
を
、
ま
た
大
宮
第
一
小
学
校

の
松
田
功
樹
さ
ん
（
一
年
生
）
と
新
山
小

学
校
の
荒
田
和
哉
さ
ん
（
三
年
生
）
が
京

都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞
を

受
賞
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内
の
二
十
七
人
の

み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
投
票
へ
の
参
加
と

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
目
的
に

募
集
さ
れ
た
も
の
で
、
府
内
二
、
三
三
九

点
の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
入
賞
作
品
は
今
後
、
選
挙
啓
発
用
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
広
く
活
用

さ
れ
ま
す
。 

郷小学校４年生 

後藤実那美さん 

豊栄小学校４年生 

吉岡　里奈さん 

新山小学校６年生 

藤井　彩加さん 

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー 

新山小学校３年生 

荒田　和哉さん 

大宮第一小学校１年生 

松田　功樹さん 

網野北小学校３年生 

永砂　春樹さん 

神野小学校２年生 

土田帆乃佳さん 

選挙を願う 

きれいな 
明るく 

選挙を願う 

きれいな 
明るく 

湊小学校６年生 

金安　亜紀さん 

溝谷小学校５年生 

神村　茉里さん 

大宮第三小学校６年生 

廣野祐里香さん 

美
し
い
京
丹
後
を

美
し
い
京
丹
後
を 

　
い
つ
ま
で
も
美
し
く

　
い
つ
ま
で
も
美
し
く 
美
し
い
京
丹
後
を 

　
い
つ
ま
で
も
美
し
く 

「
私
の
作
品
が
、
こ
ん
な
す
ご

い
賞
を
と
れ
る
な
ん
て
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
火
災
予
防
に
役
立

て
ば
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」 

間人小学校４年生 

吉田　彩香さん 

　火災予防ポスター 
火災予防に一役 
　火災予防ポスター 
火災予防に一役 

入賞されたみなさん 

特選　吉田　彩香　間人小学校 

入選　大木あかり　新山小学校 

入選　岡田　佳奈　丹波小学校 

入選　笠次　菜月　大宮第一小学校 

佳作　今西　　葵　新山小学校 

佳作　金久　朱里　溝谷小学校 

佳作　神村　真衣　溝谷小学校 

佳作　番場　直斗　峰山小学校 

佳作　松本　智美　網野北小学校 

佳作　由良　　彩　三津小学校 

 

（敬称略） 

　
思
考
力
や
創
造
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
「
弥
栄
町
紙
飛
行
機
選
手
権

大
会
」（
弥
栄
町
青
少
年
を
そ
だ
て
る
会

主
催
）
が
、
十
月
二
十
三
日
に
弥
栄
社

会
体
育
館
（
弥
栄
町
木
橋
）
で
開
か
れ
、

親
子
で
に
ぎ
や
か
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
競
技
は
滞
空
時
間
で
競
わ
れ
、
四
回

目
を
迎
え
た
今
大
会
に
は
、
小
学
生
の

低
学
年
・
中
学
年
・
高
学
年
・
中
学
生

の
四
部
門
に
四
十
六
人
が
参
加
。
参
加

者
は
、
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
大

会
運
営
を
手
伝
う
弥
栄
中
学
校
の
生
徒

の
み
な
さ
ん
に
、
よ
く
飛
ぶ
折
り
方
な

ど
を
聞
き
な
が
ら
、
形
も
さ
ま
ざ
ま
な

飛
行
機
を
何
機
も
作
成
。
フ
ワ
リ
と
気

持
ち
よ
さ
そ
う
に
飛
ぶ
紙
飛
行
機
を
眺

め
な
が
ら
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
休
日
の

半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

小学生低学年の部 

（敬称略） 

小学生中学年の部 

１位　山口　直城（黒部小学校１年生）　2.83秒 

２位　田中　秀憲（吉野小学校２年生）　2.72秒 

３位　森野　涼子（吉野小学校１年生）　2.42秒 

１位　堀江　耀祐（黒部小学校３年生）　2.69秒 

２位　森野浩太朗（吉野小学校３年生）　2.53秒 

３位　田辺　信也（鳥取小学校３年生）　2.44秒 

小学生高学年の部 

１位　仙田　敬大（溝谷小学校５年生）　5.01秒 

２位　松本　美樹（鳥取小学校５年生）　4.18秒 

３位　横島　功季（鳥取小学校５年生）　3.86秒 

中学生の部 

１位　赤松　聡太（弥栄中学校３年生）　6.95秒 

２位　山本　　仁（弥栄中学校３年生）　6.23秒 

３位　金久　拓真（弥栄中学校３年生）　5.02秒 

大会結果 

弥
栄
町
紙
飛
行
機
選
手
権
大
会 

紙
飛
行
機
づ
く
り
で
ふ
れ
あ
い

紙
飛
行
機
づ
く
り
で
ふ
れ
あ
い 

紙
飛
行
機
づ
く
り
で
ふ
れ
あ
い 

少しでも長く飛ばそうと 

力が入りました 

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
（
十
一
月
九
日
〜
十
五
日
）
を
前

に
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、
市
消
防
本
部
が
市
内
の

小
学
四
年
生
を
対
象
に
「
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
」
の
原
画
を
募

集
し
、
間
人
小
学
校
の
吉
田
彩
香
さ
ん
が
特
選
に
輝
き
、
十
一

月
七
日
に
山
本
消
防
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

　
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
通
じ
て
学
校

や
家
庭
で
も
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年
募

集
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
市
内
の
二
十
三
の
小
学
校
か
ら

四
五
三
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
特
選
に
輝
い
た
吉
田
さ
ん
の
作
品
は
、
た
き
火
が
木
に
燃
え

移
り
驚
く
子
ど
も
の
絵
に
、
赤
い
紙
を
切
り
抜
い
た
文
字
「
火

遊
び
は
大
き
な
大
き
な
火
事
の
も
と
」
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ポ
ス
タ
ー
は
、
Ｂ
２
版
で
八
百
枚
を
作
成
。

市
民
局
や
市
内
の
小
学
校
、
事
業
所
な
ど
に
掲

示
し
て
、
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
火
災
予
防

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。 

火遊びは大きな大きな火事のもと火遊びは大きな大きな火事のもと 火遊びは大きな大きな火事のもと 
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秋
の
深
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
十

月
二
十
二
日
、
か
ぶ
と
山
虹
の
家

で
「
宝
く
じ
文
化
公
演
『
か
ぶ
と

山
コ
ン
サ
ー
ト
』
」
（
主
催
・
京

丹
後
市
な
ど
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
市
内
外
か
ら

約
百
六
十
人
が
来
場
。
バ
イ
オ
リ

ン
や
チ
ェ
ロ
な
ど
の
弦
楽
器
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
森
悠
子
さ
ん
を
音
楽

監
督
と
す
る
長
岡
京
室
内
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
の
十
三
人
を
招
い
て
開
催
。

同
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
「
地
域
ご
と

に
独
自
の
音
色
を
持
つ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う

に
、
長
岡
京
独
自
の
音
色
、
思
想

を
持
っ
た
演
奏
団
体
を
育
て
た
い
」

と
い
う
理
念
の
下
で
結
成
さ
れ
た

楽
団
で
、
か
ぶ
と
山
で
は
二
回
目

の
演
奏
と
な
り
ま
す
。 

 

午
後
四
時
に
開
演
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
演
奏
が
進
む
に
連
れ
て

辺
り
も
次
第
に
暗
く
な
り
、
し
っ

と
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
ヴ

ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
バ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弦
楽
四

重
奏
、
ま
た
、
三
枝
成
彰
氏
作
曲

の
「
震
災
の
た
め
の
レ
ク
イ
エ
ム｣

な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ぴ
っ
た
り
と
息
の
あ
っ
た
演
奏
。

そ
し
て
上
質
の
音
色
と
深
い
響
き

が
木
づ
く
り
の
ホ
ー
ル
と
調
和
し

て
い
ま
し
た
。 

 

か
ぶ
と
山
虹
の
家
は
音
楽
専
用

ホ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
久

美
浜
湾
に
面
し
た
か
ぶ
と
山
の
ふ

も
と
に
建
ち
、
木
の
ぬ
く
も
り
が

す
る
や
さ
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、

演
奏
会
や
展
示
会
な
ど
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

虹
の
家
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

平
成
四
年
か
ら
毎
年
秋
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
宝
く
じ
普

及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
、

市
教
委
、
府
、（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
主
催
。
宝
く
じ
の
収
益

金
の
一
部
か
ら
の
助
成
を
受
け
、

通
常
の
半
額
以
下
の
料
金
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
の
運
営
に
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
同
コ
ン
サ
ー
ト
を
運
営
し
て
き

た
「
印
象
久
美
浜
ス
タ
ッ
フ｣

が
全

面
的
に
協
力
。
手
づ
く
り
の
暖
か

い
雰
囲
気
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。 

 

　
十
月
二
十
日
、
峰
山
高
等
学
校

で
、
体
育
ク
ラ
ブ
系
部
活
動
生
徒

を
対
象
に
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

予
防
教
室
」
（
同
校
・
同
校
ク
ラ

ブ
活
動
後
援
会
共
催
）
が
開
か
れ
、

弥
栄
病
院
の
医
師
や
理
学
療
法
士

が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。 

 

峰
山
高
等
学
校
で
は
、
昨
年
、

体
育
ク
ラ
ブ
系
部
活
動
で
ケ
ガ
が

約
六
十
件
発
生
。
「
安
全
に
競
技

ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
た
め
に
」
と
、

今
回
の
教
室
を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

対
象
と
な
っ
た
の
は
、
同
校
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
、

陸
上
競
技
な
ど
十
七
の
体
育
ク
ラ

ブ
系
部
活
動
の
生
徒
と
顧
問
の
約

三
百
人
。
講
演
に
は
、
同
校
の
生

徒
た
ち
も
多
く
通
院
す
る
弥
栄
病

院
が
全
面
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

整
形
外
科
、
眼
科
、
外
科
の
医
師

が
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
、
手
足
の
傷
害
や
目
の
外
傷
の

応
急
処
置
、
選
手
の
全
身
管
理
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
ま
た
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
説
明
の
あ
と
、
テ
ー

ピ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

の
実
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
参
加
し
た
生
徒
や
顧
問
の
先
生

た
ち
は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て

各
医
師
の
説
明
を
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
実

演
で
は
、
同
病
院
の

理
学
療
法
士
の
指
導

の
も
と
、
実
際
に
体
を
動
か
し
て

ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
体
の
痛

い
場
所
に
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
予
防
教
室
開
く 

弥
栄
病
院
が
全
面
協
力 

10月20日 
峰高で 

かぶと山虹の家で開かれたコンサートの様子 

テーピングの実演をする弥栄病院理学療法士 

宝くじの助成受け低料金で実現宝くじの助成受け低料金で実現 宝くじの助成受け低料金で実現 

上質の音色が 上質の音色が 上質の音色が 響く響く 響く 響く 木づくりの 
ホールに 
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さ
わ
や
か
な
青
空
が
広
が
っ
た
十
一
月
五

日
、
「
第
十
四
回
京
丹
後
市
小
学
生
駅
伝
競

走
大
会
」
（
京
丹
後
市
小
学
校
体
育
連
盟
主

催
）
が
峰
山
途
中
ヶ
丘
運
動
公
園
周
回
コ
ー

ス
（
六
区
間
・
十
二
・
二
㌔
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
大
会
は
、
京
丹
後
市
内
の
小
学
校
が

参
加
し
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今

年
は
、
少
人
数
で
チ
ー
ム
が
編
成
で
き
な
か

っ
た
野
間
小
を
除
く
三
十
校
か
ら
六
年
生
の

選
抜
計
三
十
五
チ
ー
ム
が
出
場
。
選
手
た
ち

は
秋
晴
れ
の
丹
後
路
に
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま

し
た
。
公
園
内
に
は
、
各
校
の
応
援
幕
が
掲

げ
ら
れ
、
選
手
た
ち
は
応
援
に
訪
れ
た
父
母

や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
ど
の
声
援
を
受
け
健
脚

を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

レ
ー
ス
で
は
、

佐
濃
小
学
校
が
一

区
で
区
間
新
記
録

と
な
る
タ
イ
ム
で

快
走
。
ま
た
、
三

区
で
も
区
間
新
記

録
の
走
り
を
見
せ

る
な
ど
、
ス
タ
ー

ト
か
ら
一
度
も
首

位
を
明
け
渡
す
こ

と
な
く
ゴ
ー
ル
。

四
十
七
分
四
十
三

秒
の
好
タ
イ
ム
で

平
成
十
三
年
の
第

十
回
大
会
以
来
、

四
年
ぶ
り
二
度
目

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
第
二
位
に
は
、

一
区
で
区
間
新
記
録
、
五
区
で
区
間
賞
を
獲

得
し
た
丹
波
小
学
校
が
、
第
三
位
は
四
区
と

六
区
で
区
間
賞
を
獲
得
し
た
大
宮
第
一
小
学

校
Ａ
で
し
た
。 

　
上
位
十
校
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
十
月
二
十
三
日
、
網
野
中
学
校
体
育
館

で
「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
（
新
体
力
テ

ス
ト)｣

（
市
教
育
委
員
会
主
催)

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
テ
ス
ト
は
、
文
部
科
学
省

が
国
民
の
体
力
・
運
動
能
力
の
現
状
を
明

ら
か
に
し
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
指

導
と
、
行
政
上
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
三
十
九
年

か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。
当
日
は
、

市
内
の
二
十
四
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

男
女
二
十
五
人
が
参
加
し
、
敏
捷
性
や
体

の
柔
ら
か
さ
、
持
久
力
な
ど
の
テ
ス
ト
を

行
い
ま
し
た
。 

 

テ
ス
ト
の
内
容
は
、
握
力
、
反
復
横
と
び
、

立
ち
幅
跳
び
、
上
体
起
こ
し(

腹
筋
運
動)

、

長
座
体
前
屈
、
二
十
㍍
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の

六
種
目
で
、
敏
し
ょ
う
性
や
跳
躍
力
な
ど

を
測
定
。
参
加
者
は
、
午
前
九
時
か
ら
始

ま
っ
た
テ
ス
ト
で
性
別
や
年
齢
別
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
各
種
目
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

テ
ス
ト
の
最
後
は
、
二
十
㍍
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
。
こ
れ
は
、
二
十
㍍
の
距
離
を
一
定

の
間
隔
で
一
音
ず
つ
な
る
電
子
音
が
八
回

流
れ
、
そ
の
音
が
鳴
り
終
わ
る
ま
で
に
走

る
こ
と
を
繰
り
返
す
も
の
。
こ
の
繰
り
返

し
を
ど
れ
だ
け
長
く
続
け
ら
れ
る
か
と
い

う
持
久
力
を
測
定
す
る
テ
ス
ト
で
す
。
電

子
音
の
間
隔
は
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
し

て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
間
隔
は
短
く
な
り
、

二
十
歳
台
三
十
歳
台
で
は
五
十
回
を
超
え

た
あ
た
り
で
、
ま
た
四
十
歳
以
上
で
は
二

十
回
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
脱
落
者
が
続

出
し
ま
し
た
。 

 

テ
ス
ト
に
参
加
し
た
三
十
歳
代
の
男
性

は
「
普
段
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
の
で
、

ど
の
テ
ス
ト
で
も
も
う
少
し
良
い
結
果
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
…
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
」

と
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

市
教
委
が
新
体
力
テ
ス
ト 

敏
し
ょ
う
性
や
跳
躍
力
を
測
定

敏
し
ょ
う
性
や
跳
躍
力
を
測
定 

敏
し
ょ
う
性
や
跳
躍
力
を
測
定 

反復横とびに挑戦する参加者（網野中学校体育館） 

多くの声援のなかを力走する児童たち（峰山途中ヶ丘公園） 

秋晴れの下秋晴れの下 たすきつなぐたすきつなぐ 秋晴れの下 たすきつなぐ 
第14回京丹後市小学生駅伝競走大会 

佐濃小が4年ぶり Ｖ Ｖ Ｖ 

 1　佐濃小学校　　　　47分43秒 
 2　丹波小学校　　　　48分12秒 
 3　大宮第一小学校Ａ　48分14秒 
 4　吉原小学校　　　　48分49秒 
 5　久美浜小学校　　　48分50秒 
 6　鳥取小学校　　　　49分12秒 
 7　豊栄小学校　　　　49分13秒 
 8　大宮第二小学校　　49分24秒 
 9　島津小学校　　　　49分26秒 
10　大宮第三小学校　　50分15秒 

成　績 
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健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ 
あなたの健康 

　　応援します 〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
〜

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
〜 

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
〜 

京丹後市国民健康保険直営 

　　　　　　　大宮診療所 

 　内科　飯田　泰成医師 

メタボリックシンドロームの診断基準 

ウエスト周囲径 

高トリグリセライド血症 

かつ/または 

低ＨＤＬコレステロール血症 

 

 

収縮期血圧 

かつ/または 

拡張期血圧 

 

空腹時高血糖 

（内臓脂肪面積　男女とも≧100㎠に相当） 

男性≧85㎝ 

女性≧90㎝ 

≧150㎎/㎗

 

＜40㎎/㎗

　男女とも 

 

≧130㎜Ｈｇ 

 

≧85㎜Ｈｇ 

 

≧110㎎/㎗

上記に加え以下のうち２項目以上 

内臓脂肪（腹腔内脂肪）蓄積 

　現在、日本人１人１日あたりの食塩摂取量は、12～13ｇです。目標摂取

量は、男性で10ｇ未満、女性は８ｇ未満です。 

　毎日の食事の調理の仕方や食べ方を工夫して、「おいしく減塩」に取り組

んでください。 

　○旬の食材の持ち味を活かして調理する。 

　○しそ、しょうが、唐辛子、ハーブなどの香味野菜を味付けのアクセン

トにする。 

　○昆布やかつお節、しいたけなどの天然のだしを使い、うま味をきかせる。 

　○カレー粉、わさび、こしょうなどの香辛料を効果的に使う。 

　○ゆずやレモン、お酢などの香りと酸味を利用する。 

濃口しょうゆ 

薄口しょうゆ 

ポン酢しょうゆ 

みそ 

しろみそ（西京） 

ウスターソース 

トマトケチャップ 

精製塩 

大さじ1/3強（７ｇ） 

大さじ1/3（６ｇ） 

大さじ１弱（13ｇ） 

大さじ1/2弱（８ｇ） 

大さじ１弱（16ｇ） 

大さじ2/3（12ｇ） 

大さじ２（30ｇ） 

小さじ1/6（１ｇ） 

　
今
年
も
住
民
検
診
が
お
わ
り
、
み
な
さ

ん
の
元
に
は
検
診
の
結
果
が
返
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

　
検
診
の
目
的
は
、
が
ん
や
結
核
の
早
期

発
見
に
加
え
て
、「
生
活
習
慣
の
乱
れ
」（
バ

ラ
ン
ス
の
悪
い
食
事
、
運
動
不
足
、
た
ば

こ
、
過
度
の
飲
酒
な
ど
）
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
（
高
脂
血
症
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
）
を
改
善
、
予
防
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
毎
日
の

よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
生
活
習
慣
病
に

対
し
て
の
情
報
が
得
ら
れ
、
ま
た
が
ん
に

比
べ
て
発
症
の
予
防
が
で
き
る
と
い
う
面

も
あ
り
、
検
診
結
果
で
大
き
な
異
常
が
見

つ
か
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
に
相
談
さ

れ
る
か
た
が
多
い
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
小
さ
な
異
常
が
二
つ
三
つ
あ

っ
た
と
い
う
か
た
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
高
中
性
脂
肪
、
高
血
糖
、

高
血
圧
、
肥
満
の
う
ち
三
個

以
上
該
当
す
る
か
た
の
場
合
、

正
常
の
か
た
に
比
べ
て
三
十

倍
以
上
も
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
発
症
の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
疾

患
概
念
が
で
て
き
ま
し
た
。 

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

は
、
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
悪
さ
を
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣

病
を
複
数
発
症
し
た
状
態
を
言
い
ま
す
。 

　
一
度
、
立
っ
た
状
態
で
軽
く
息
を
吐
い

て
、
お
へ
そ
の
高
さ
で
ウ
エ
ス
ト
を
測

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
男
性
の
か
た
で

八
五
セ
ン

チ

、
女
性
の
か
た
で
九
〇
セ
ン

チ

を
越

え
る
場
合
、
内
臓
に
脂
肪
が
た
く
さ
ん

蓄
積
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

も
し
も
そ
の
か
た
が
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
、

血
圧
の
内
、
少
し
ず
つ
で
も
二
つ
以
上

高
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
動

脈
硬
化
性
疾
患
の
危
険
が
高
い
と
言
え

ま
す
。 

 

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の

診
断
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
悪
さ
の
元
と
な

っ
て
い
る
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
、
食

事
療
法
と
し
て
、
一
日
三
回
の
食
事
を
腹

八
分
目
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
よ
う
に
し
、

動
物
性
の
油
を
控
え
ま
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
毎
日
で
な
く
て
も
、
週
に
三

回
は
で
き
る
よ
う
な
二
十
分
〜
三
十
分
の

散
歩
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

肥
満
の
か
た
は
、
体
重
が
五
％
（
八
〇
㎏

の
か
た
で
あ
れ
ば
四
㎏
）
減
る
だ
け
で
も
、

健
康
に
よ
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

ウ
エ
ス
ト
を
測
っ
て
、
も
う
一
度
検
診

結
果
を
見
て
い
た
だ
き
、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
心
配
な
か
た
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

調味料に含まれる 

食塩１ｇ相当量の目安 

こんにちは！栄養師ですこんにちは！栄養師です
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寒
い
北
風
が
吹
き
、
降
雪
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
市
で
は
、
本
年
度
の
「
除
雪

計
画
」
を
策
定
し
、「
白
魔
」
に
備
え
ま
す
。 

　
積
雪
が
、
一
〇
㎝
以
上
に
な
る
と
、
状
況

を
判
断
し
早
朝
出
動
に
よ
り
市
道
延
べ
一
千

四
百
五
十
路
線
、
総
延
長
四
八
一
㎞
を
除
雪
。

京
都
府
が
行
う
国
道
・
府
道
の
除
雪
と
連
携

し
て
、
交
通
の
便
を
図
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、
除
雪
対

策
本
部
を
市
役
所
内
に
設
置
し
て
、
雪
害
の

防
止
対
策
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

除
雪
を
安
全
に
、
ま
た
迅
速
に
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

道
路
上
に
は

道
路
上
に
は 

　
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を

　
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を 

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い 

　
各
個
人
で
排
雪
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
路
上
に
雪
を
ば
ら
ま
く

か
た
を
見
か
け
ま
す
が
、
凍
結
な

ど
に
よ
っ
て
歩
行
者
の
転
倒
、
自

動
車
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
慎
ん
で
く
だ

さ
い
。 

　
必
ず
元
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
所
有
者
の
か
た
が
、
速
や
か
に

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
庭
木
や
農
作
物
、
塀
な
ど
を
破

損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

雪
の
下
に
何
が
あ
る
か
よ
く
わ
か

る
よ
う
に
、
竹
竿
に
赤
い
旗
を
つ

け
る
な
ど
、
目
印
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
除
雪
作
業
で
、
玄
関
前
な
ど
雪

の
取
り
残
し
が
で
き
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
除
雪
車
の
後
に
つ
い
て

歩
く
の
は
、
非
常
に
危
険
で
す
か

ら
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

道
路
上
に
は 

　
絶
対
に
自
動
車
な
ど
を 

　
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い 

屋
根
の
雪
を

屋
根
の
雪
を 

　
道
路
上
に

　
道
路
上
に 

　
　
お
ろ
し
た
と
き
は

　
　
お
ろ
し
た
と
き
は 

屋
根
の
雪
を 

　
道
路
上
に 

　
　
お
ろ
し
た
と
き
は 

　
歩
道
や
路
肩
は
、
除
雪
車
で
の

除
雪
が
困
難
で
す
の
で
、
各
家
庭

で
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に

歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に 

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を 

歩
道
や
路
肩
の
除
雪
に 

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を 

排
雪
の
た
め
に

排
雪
の
た
め
に 

　
溝
ぶ
た
な
ど
を

　
溝
ぶ
た
な
ど
を 

　
　
開
け
た
と
き
は

　
　
開
け
た
と
き
は 

排
雪
の
た
め
に 

　
溝
ぶ
た
な
ど
を 

　
　
開
け
た
と
き
は 

除
雪
車
の
通
行
を

除
雪
車
の
通
行
を 

　
妨
げ
る
も
の

　
妨
げ
る
も
の 

　
　
（
竹
や
木
な
ど
）
は

　
　
（
竹
や
木
な
ど
）
は 

除
雪
車
の
通
行
を 

　
妨
げ
る
も
の 

　
　
（
竹
や
木
な
ど
）
は 

積
雪
が
多
く
な
る
と

積
雪
が
多
く
な
る
と 

　
路
上
以
外
に

　
路
上
以
外
に 

　
雪
を
押
し
出
さ
ざ
る
を

　
雪
を
押
し
出
さ
ざ
る
を 

得
ま
せ
ん

得
ま
せ
ん 

積
雪
が
多
く
な
る
と 

　
路
上
以
外
に 

　
雪
を
押
し
出
さ
ざ
る
を 

得
ま
せ
ん 

消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は

消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は 

　
自
動
車
は

　
自
動
車
は 

最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い

最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い 

消
雪
パ
イ
プ
で
散
水
中
は 

　
自
動
車
は 

最
徐
行
し
て
く
だ
さ
い 

　
し
ぶ
き
が
飛
び
、
歩
行
者
や
付

近
の
民
家
に
た
い
へ
ん
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
。 

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
思

い
や
り
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　除雪についてのご要望などは、建設部管
理課（☎69-0510）または地域事業課へご連
絡ください。 

　
除
雪
車
が
車
を
傷
つ
け
た
り
、

脱
輪
横
転
す
る
な
ど
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
こ
か
ら
先
の
除
雪
が

で
き
ず
、
み
な
さ
ん
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。 

　
や
む
を
得
ず
置
い
た
と
き
は
、

そ
の
大
き
さ
が
わ
か
る
赤
い
標
識

な
ど
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。 

安全で安心な冬を過ごすために安全で安心な冬を過ごすために 安全で安心な冬を過ごすために 積雪積雪10㎝以上で出動㎝以上で出動 

積雪10㎝以上で出動 

除雪にご協力をお願いします 除雪にご協力をお願いします 
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 「老人医療制度」は、65歳から70歳までのかたで、世帯の所得状況により該当す

るかどうかを判定します｡ 

　「老人医療制度」では、老人保健受給者のかたおよび高齢受給者のかたと同じ一部

負担金（１割または一定額以上の所得のあるかたは２割）で受診することができます。 

 転入されたかたや、世帯構成や所得状況に変更があり、該当すると思われるかたは

お問い合わせください。 

ご存じで
すか？ 

ご存じで
すか？ 

福祉医療制度 福祉医療制度 

　65歳未満のかた、または65歳以上のかたで「老人保健医療制度」に該当しないか

たのうち、次のいずれかに該当されるかたが対象となります。 

認定手続きに必要なもの 

　①身体障害者手帳（療育手帳）　②健康保険証 ③印鑑 

　離婚や死別などにより、18歳未満のお子さんを扶養している母子（父子）家庭の

かたは、母子（父子）医療に該当します｡ 

認定手続きに必要なもの 

　①戸籍全部事項証明書（戸籍謄本）　②健康保険証　③印鑑 

老人医療制度 

障害者医療制度 

母子（父子） 
医療制度 

　
丹
後
ち
り
め
ん
の
始
祖
を
し
の
ぶ
「
森
田
治
良
兵
衛

翁
慰
霊
祭
」
が
、
十
一
月
一
日
に
常
立
寺
（
じ
ょ
う
り

ゅ
う
じ
・
峰
山
町
吉
原
）
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
丹
後
ち
り
め
ん
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
年
）
に

峰
山
町
の
絹
屋
佐
平
治
（
後
に
森
田
治
良
兵
衛
と
改
名
）

が
、
京
都
の
西
陣
か
ら
秘
伝
の
技
術
を
持
ち
帰
っ
た
の

が
始
ま
り
で
、
以
来
、
丹
後
一
円
の
地
場
産
業
と
し
て

成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
功
績
を
讃
え
て
、
森
田
翁
顕
彰

会
（
会
長
・
藤
山
基
一
峰
山
町
商
工
会
長
）
に
よ
り
、

命
日
の
十
一
月
三
日
（
一
七
四
四
年
）
を
前
に
毎
年
「
慰

霊
祭
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
織
物
関
係
者
な
ど
約
四
十
人
の
参
列
者
は
、

法
要
の
後
、
森
田
翁
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
ち
り
め
ん

の
復
興
を
願
い
、
墓
前
で
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。 

丹
後
ち
り
め
ん
の
祖
の

丹
後
ち
り
め
ん
の
祖
の 

　
　
　
　
遺
徳
を
し
の
ぶ

　
　
　
　
遺
徳
を
し
の
ぶ 

丹
後
ち
り
め
ん
の
祖
の 

　
　
　
　
遺
徳
を
し
の
ぶ 

森
田
治
良
兵
衛
翁
慰
霊
祭 

森田翁の遺徳をしのぶとともに 

ちりめんの復興を願いました 

対　　　象　　　者 

[1] 身体障害者手帳１･２級をお持ちのかた 

[2] 療育手帳A判定のかた 

[3] 身体障害者手帳３級をお持ちのかたで、療育手帳B判定のかた 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重複障害） 

身体障害者手帳３級をお持ちのかた 

　制　　度 

 

京都府制度 

 

京丹後市制度 

　制　　度 

京都府制度 

京丹後市制度 

対　　　象　　　者 

母子家庭のお母さんとお子さん　お子さんは18歳到達後、最初の３月31日まで 

父子家庭のお父さんとお子さん　お子さんは18歳到達後、最初の３月31日まで 
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　「老人保健医療制度」の該当者（65歳以上）のかたで、次のいずれかに該当され

るかた 

　上記の制度に該当されるかたで、申請さ

れていないかたは、必要書類を添えてお近

くの市民局でお手続きください。 

 制度によっては、所得制限があるため該

当しない場合がありますのでご了解ください。 

　詳しくは、市民局地域総務課または医療

保険課（☎69-0220）へお問い合わせくだ

さい。 

認定手続きに必要なもの 

　①老人保健医療受給者証　②身体障害者手帳（療育手帳）　③健康保険証　④印鑑 

重度心身障害 
老人健康管理事業 
（健管シール） 

 ０歳から小学校就学前までの乳幼児のかたが対象です。 

　対象のかたには「乳幼児医療費受給者証」を交付しますので、府内の医療機関（一

部医療機関を除きます）で受診の際は、「保険証」と「乳幼児医療費受給者証」をご

提示ください。保険適用分について、一部負担金200円で受診できます。 

　また、府外で受診される場合や、「受給者証」を提示できなかった場合は、「乳幼児

医療費支給申請書」に領収書を添えて、市民局に申請してください。申請から２～３

か月後に保護者のかたの口座へお支払いします。 

乳幼児医療制度 

（平成16年10月から京丹後市独自で実施） 

　小学生のお子さんの保護者のかたを対象に、医療費の助成を行っています。 

　「受給者証」は発行しませんので、医療機関の窓口でいったん自己負担分をお支払

いいただき、その後に「児童医療費助成申請書」に領収書を添えて、市民局に申請し

てください。申請から２～３か月後に保護者のかたの口座へお支払いします。 

児童医療制度 

　制　　度 

 

京都府制度 

 

京丹後市制度 

対　　　　象　　　　者 

[1] 身体障害者手帳１・２級をお持ちのかた 

[2] 療育手帳A判定のかた 

[3] 身体障害者手帳３級をお持ちのかたで、療育手帳B判定のかた 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重複障害） 

身体障害者手帳３級をお持ちのかた 

　
京
丹
後
市
女
性
消
防
団
員
（
松
井
亜
紀
子
主
任
・
十

人
）
が
、
平
成
十
七
年
度
女
性
消
防
団
活
動
事
業
と
し

て
、
十
月
十
三
日
と
二
十
四
日
の
二
日
間
、
網
野
町
の

浅
茂
川
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

防
火
・
防
災
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
　 

 

今
回
は
、
地
元
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
約
十
五
軒
を
訪
問
。
団
員
の
み
な
さ
ん
が
「
出
か

け
る
前
に
は
火
の
元
の
確
認
を
し
て
い
ま
す
か
」
、
「
倒

れ
や
す
い
も
の
の
そ
ば
で
寝
て
い
ま
せ
ん
か
」
と
や
さ

し
く
話
し
か
け
、
手
づ
く
り
の
防
火
・
防
災
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
手
渡
す
と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寒
く

な
っ
て
暖
房
器
具
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
気
を
つ

け
ま
す
」
と
笑
顔
で
応
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を 

　
　
　
女
性
消
防
団
員
が
訪
問

　
　
　
女
性
消
防
団
員
が
訪
問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を 

　
　
　
女
性
消
防
団
員
が
訪
問 

平
成
十
七
年
度
女
性
消
防
団
活
動
事
業 

「
お
身
体
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
、
手
づ

く
り
の
防
火
・
防
災
ポ
ス

タ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。 
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　市では障害のあるかたが、地域社会の

中で自立した生活が送れるように支援す

るための「京丹後市障害者計画」の策定

に取り組んでいます。 

　障害のあるかたの日常生活の状況や、

福祉施策に関する要望やご意見をお聞き

し同計画に反映するため、「身体障害」、「知

的障害」、「精神障害」、「障害児」のかた

それぞれを対象としたニーズ調査を実施

しました。 

　今回からシリーズで、それぞれの調査

でいただいたご意見の概要をご紹介します。 

・調査対象　市内在住で身体障害者手帳をお持ちのかた 
　　　　　　2,995人（うち65歳以上のかた2,245人） 
　　            （平成17年４月１日現在） 
・調査期間　６月15日～６月30日 
・調査方法　郵送による配布・回収ならびに聞き取り 
・回収結果　1,836人 
・回 収 率　61.3%

Ｑ　障害者福祉を進めるために 
　　　　必要とされるものを聞かせてください（複数回答可） 

回答をいただいたかたの年齢 

公的年金、手当の増額など所得保障を充実してほしい 

社会が障害者に理解と関心をもってほしい 

医療体制を充実してほしい 

Ｑ　今後、どのような施設、建物の建設を希望されますか（複数回答可） 

障害者が老後安心して生活できる施設 

障害に関して相談できる支援センター 

障害者向け住宅 

共同生活ができ、介助者のいる施設 

機能回復訓練のための施設 

道路、公園等の公共施設、建物、乗り物を 

　障害者が利用しやすいよう整備してほしい 

障害の状況に応じて必要な情報が得られるようにしてほしい。 

特に災害時などの情報入手や発信体制を整備してほしい 

「京丹後市障害者計画」「京丹後市障害者計画」 

　策定に向けてのニーズ調査結果　策定に向けてのニーズ調査結果 

「京丹後市障害者計画」 

　策定に向けてのニーズ調査結果 

身体障害者調査 

1818歳～歳～1919歳 
1人0.10.1％ 

無回答無回答6868人 
3.73.7％ 

4040歳代歳代 
7171人3.93.9％ 

3030歳代歳代 
2424人1.31.3％ 

2020歳代歳代 
1313人0.70.7％ 

6565歳～歳～7070歳 
766766人41.841.8％ 

6060歳～歳～6565歳未満歳未満 
169169人9.29.2％ 

5050歳代歳代 
168168人 
9.29.2％ 

8080歳以上歳以上 
552552人30.130.1％ 

18歳～19歳 
1人0.1％ 

無回答68人 
3.7％ 

40歳代 
71人3.9％ 

30歳代 
24人1.3％ 

20歳代 
13人0.7％ 

65歳～70歳 
766人41.8％ 

60歳～65歳未満 
169人9.2％ 

50歳代 
168人 
9.2％ 

80歳以上 
552人30.1％ 

0 100 200 300 400 500 600 700

0 100 200 300 400 500 600 700

617人 

566人 

317人 

270人 

249人 

215人 

484人 

372人 

343人 

253人 
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 以上のようなご意見、ご要望をいただきました 。 

　回答は、65歳以上のかたが全体の約72％を占めていることから、比較的に高齢のかたの思いが反

映されています。 

　社会における障害者のかたに対する理解を求める声や、専門医を含む医療体制の整備、障害につい

て相談できる相談支援センターの建設など、障害のあるかたが地域で自立した生活を送るための施策

の充実を求めるご意見が多く、市においても、より一層障害者のかたへの正しい理解を育む啓発活動

を推進するとともに、障害の状況に応じた適切な支援が図られるように「障害者計画」の中に盛り込

むことを検討していきます。 

○保健・医療に関すること 

 　定期的に的確な障害者認定の充実 

 　医療機関、専門医の充実 

 　地域リハビリテーションの充実 

 　医療費の免除、減免 

○雇用、就労に関すること 

 　障害者の雇用促進、就労支援 

 　障害程度に応じた職業訓練の実施 

○地域生活に関すること 

 　入所ができる施設福祉サービスの充実 

 　障害の程度に関係なく障害者年金などの経済的

支援の充実 

 　防犯、防災体制の確立 

 　障害程度に応じた施策、サービスの充実 

○まちづくりに関すること 

 　移動手段の整備 

 　タクシー券以外にガソリン代の補助 

 　スポーツ施設、娯楽施設の整備 

○社会参加に関すること 

 　情報提供の充実 

 　障害者が集える場の整備 

○行政に関すること 

 　障害者にやさしいまちづくり施策

の充実 

 　相談体制（電話相談、相談室など）

の充実 

満足していないと回答されたかたの主な要望、ご意見（517件)

Ｑ　市の障害者施策に満足していますか 

満足満足 
632人 

満足していない満足していない 
462人 

無回答無回答 
738人 

満足 
632人 

満足していない 
462人 

無回答 
738人 



    

人
や
物
を
運
ぶ
運
輸
・
交
通
部

門
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、

日
本
の
総
排
出
量
の
約
二
割
を
占

め
、
産
業
分
野
に
次
い
で
大
き
な

排
出
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
動
車

か
ら
の
発
生
で
あ
り
、
鉄
道
・
船

舶
・
航
空
な
ど
の
大
量
輸
送
機
関

か
ら
の
発
生
量
は
、
運
輸
部
門
の

約
一
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

　
近
年
の
景
気
低
迷
を
う
け
て
、

営
業
用
車
両
か
ら
の
発
生
量
は
横

ば
い
で
す
が
、
自
家
用
乗
用
車
か

ら
の
発
生
量
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。 

 

自
動
車
自
体
の
燃
費
性
能
は
、

よ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
台
数
や

交
通
量
の
増
加
、
車
両
の
大
型
化

な
ど
が
燃
料
消
費
量
（
＝
二
酸
化

炭
素
排
出
量
）
を
押
し
上
げ
る
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

    

自
家
用
乗
用
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
、
一
貫
し
て
上

昇
し
て
お
り
、
一
九
九
〇

年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で

の
十
一
年
間
で
六
四
％
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
、
今
で
は
家
庭
か
ら

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
約
三
割
、
一
世
帯
あ
た

り
年
間
約
一
・
七
ｔ
が
自

家
用
車
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
の
燃

費
に
も
よ
り
ま
す
が
、
二

〇
㎞
（
約
三
十
分
）
運
転

す
る
と
、
約
四
〜
六
㎏
の

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
ま

す
。
電
気
一
ｋ
Ｗ
を
発
電

す
る
と
き
に
発
生
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
は
全
国
平
均

約
三
八
〇
ｇ
で
す
の
で
、
二
〇
㎞

を
自
動
車
で
走
る
と
、
一
〇
〜
一

六
ｋ
Ｗ
（
世
帯
平
均
電
気
使
用
量

の
一
〜
一
・
五
日
分
に
相
当
）
の

電
気
を
使
っ
た
の
と
同
じ
温
室
効

果
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

    

自
動
車
の
燃
費
は
排
気
量
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
、
当
然
、

排
気
量
が
小
さ
い
車
の
ほ
う
が
燃

費
は
よ
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら

不
必
要
に
排
気
量
の
大
き
な
車
を

買
わ
な
い
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
企

業
と
し
て
の
生
き
残
り

を
か
け
て
、
低
燃
費
・

低
公
害
車
の
開
発
競
争

を
し
て
い
ま
す
。
既
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電

気
自
動
車
が
実
用
化
さ

れ
、
全
国
で
十
四
万
台

以
上
が
走
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
車
と
比
べ
高

価
で
あ
る
こ
と
が
普
及

の
障
害
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
購
入
後
の
燃
料

代
が
少
な
く
て
す
む
た

め
、
走
行
距
離
が
長
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
そ
の

差
は
縮
ま
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
昨
年
四
月
か

ら
、
国
土
交
通
省
の
定

め
た
燃
費
基
準
を
達
成

し
た
車
に
は
「
燃
費
基 
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シリーズシリーズ 
地球温暖化防止⑧地球温暖化防止⑧ 
シリーズ 
地球温暖化防止⑧ 

Ⅷ　生活の中の温暖化対策３（交通・移動） 

家庭でできる温暖化
対策 家庭でできる温暖化
対策 

「
省
資
源
」
は
「
省
エ
ネ
」
で
す 

「燃費基準達成車」ステッカー 

12万㌔走行時の経費比較 

自家用乗用車のエネルギー消費の推移 運
輸
部
門
か
ら
の

運
輸
部
門
か
ら
の 

　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス

　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス 

運
輸
部
門
か
ら
の 

　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス 

自
家
用
車
か
ら
発
生
す
る

自
家
用
車
か
ら
発
生
す
る 

　
　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス

　
　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス 

自
家
用
車
か
ら
発
生
す
る 

　
　
　
　
　
　
温
室
効
果
ガ
ス 

対
策
１ 

　
「
低
燃
費
車
へ
の
買
い
替
え
」 

試算条件 

一般車 

ハイブリッド車 
購入時価格差 
500,000円 

0 500000 1000000

燃費費 
838,709円 

燃費費 
1,418,181円 

購入時価格差：50万円　燃費：一般車11km/ℓ、ハイブリッド車18.6km/ℓ

約8万円 
のお得 

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

90 91 92 93 94 95 96

年度 

97 98 99 00 01

36,47936,479
39,569

42,455 43,83343,833 45,67945,679
48,514

51,271 52,865 54,044
57,25957,259 57,52857,528

59,832

ガ
ソ
リ
ン
換
算（

千
㎘
）

36,479

43,833 45,679

57,259 57,528
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準
達
成
車
」
ス
テ
ッ
カ
ー
が
つ
い

て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
次
に
車
を
買
い
替
え
る

と
き
は
、
低
燃
費
認
定
車
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

    

低
燃
費
車
に
買
い
替
え
な
く
て

も
、
ス
ム
ー
ズ
な
発
進
・
停
止
を

心
が
け
た
り
、
余
分
な
荷
物
を
載

せ
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
今

使
っ
て
い
る
車
の
燃
費
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

市
で
は
、
燃
費
が
悪
く
な
る
運

転
を
し
た
と
き
に
、
音
声
と
液
晶

表
示
で
警
告
を
出
し
て
運
転
者
に

教
え
て
く
れ
る
車
載
装
置
を
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
随
時
お

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
今
の
運
転
を
再
点
検
し
て

み
て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
習
得
し

て
く
だ
さ
い
。 

       

     

　
ど
ん
な
交
通
手
段
を
利
用
す
る

か
に
よ
っ
て
、
一
人
を
一
㎞
運
ぶ

た
め
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
量
は
大
き
く
違
う
た
め
、
一
度

に
大
量
の
人
を
運
べ
る
バ
ス
や
鉄

道
な
ど
の
公
共
交
通
を
み
ん
な
が

使
う
こ
と
で
、
温
暖
化
防
止
に
大

き
く
貢
献
で
き
ま
す
。 

 

市
で
は
、
市
内
の
公
共
交
通
機

関
が
、
よ
り
身
近
で
便
利
な
移
動

手
段
と
な
る
よ
う
、
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。
遠
方
へ
の
旅
行
や
中

距
離
の
移
動
の
際
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
市
内
の
移
動
で
も
、
で
き

る
だ
け
鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。 

    

だ
れ
に
で
も
で
き
て
、
お
金
も

か
か
ら
な
い
対
策
が
「
車
に
乗
ら

な
い
こ
と
」
で
す
。 

 

短
い
距
離
の
移
動
に
車
を
使
う

と
、
そ
の
自
動
車
の
平
均
燃
費
は

極
端
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

近
所
へ
の
買
い
も
の
や
、
寄
り

合
い
な
ど
の
短
距
離
の
移
動
に
は
、

な
る
べ
く
歩
い
た
り
自
転
車
の
利

用
を
心
が
け
て
、
自
動
車
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

１．余分な荷物を載せない 

２．タイヤの空気圧を適正に保つ 

３．アイドリングをしない 

４．経済速度を守る（一般50㎞・高速80㎞） 

５．急発進・急加速をしない 

６．空ぶかしをしない 

７．早めのシフトアップ 

　　（オートマチック車はオーバードライブを使う） 

８．渋滞の元になる違法駐車をしない 

９．むやみな追い越し・車線変更をしない 

10．エンジンブレーキを有効に活用する 

エコドライブ10則 

出典：国土交通省ＨＰ 

１人を１㎞運ぶのに排出するCO2（平成12年度） 

対
策
２ 

　
　
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」 

対
策
３ 

「
公
共
交
通
の
利
用 

　
　
　
　
　
（
鉄
道
・
バ
ス
）
」 

対
策
４ 

　
「
ク
ル
マ
に
乗
ら
な
い
」 

エコドライブ車載装置 

0 50

自家用車 

国内航空 

乗合バス 

路面電車 

鉄　　道 

自 家 用 
軽自動車 

100

g - CO2/人キロ 

150 200

188188
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9494
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◎上場株式等を売却されたかたへ 

　平成13年11月30日から平成14年12月31日までの間に購入した上場株式等を、平成17年から平成

19年までの間に証券会社を通じて売却した場合、選択により、その購入価額が1,000万円に達する

までのものにかかる上場株式等の売却による所得は非課税となります。 

平成13年11月30日～平成14年12月31日 平成15年、平成16年 平成17年、平成18年、平成19年 

売　却 購　入 保有期間 

選択申告されたものについて非課税 購入価額1,000万円まで 

※１　この非課税の特例を受けるためには、確定申告時に購入価額を証明する書類の添付

がある「特定上場株式等非課税適用選択申告書」を提出する必要があります。 

※２　源泉徴収口座において売却した上場株式等は、この非課税の特例の対象となりませ

んのでご注意ください。 

購入価額1,000万円までの非課税の特例 

◎サラリーマンのかたへ（年末調整について） 
　サラリーマンのかたについては、本年も年末調整を行う時期となりました。 

「年末調整」とは、サラリーマンのかたが給与の支払いを受ける際に源泉徴収された税額と、そ

の年の給与の総額について納めなければならない税額（年税額）とを比べて、その過不足を精算

する手続きです。 

　サラリーマンのかたで、生命保険料などを支払っている場合は、保険料控除証明書を添付する

ことによって、所定の金額が控除されますので、保険会社などから送られてきた証明書を給与の

支払者へ提出願います。 

　年末調整において、国民年金保険料等に係る社会保険料控除を受ける場合には、国民

年金保険料等の証明書を添付または提示しなければならないこととされましたので、ご

注意ください。 

本年の主な改正事項 

峰山税務署からの 
お知らせ 

峰山税務署からの 
お知らせ 

峰山税務署からの 
お知らせ 

峰山税務署からの 
お知らせ 

納税には便利な振替納税をご利用ください 
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◎ご協力ください 

　この調査は、経済産業省が行うもので、日本の工業の実体を明らかにし、産業政策、中小

企業政策など、国や都道府県などの地方公共団体の行政施策のための基礎資料となるもので

す。わが国の経済統計体系の根幹を成し、経済分析や各種の経済指標へデータを提供するこ

とを目的としています。 

　今年は、全事業所の調査を行う年となっており、工業を営む事業所のすべてが対象となっ

ています。 

　調査は12月31日現在で行います。 

　12月下旬ごろに調査員がお伺いしますのでご協力ください。 

平成17年工業統計調査 

　この調査は、市が独自に行うものです。市では、京丹後市の織物の実体を把握し、織物業

の振興を図るうえでの基礎資料を得ることを目的に、工業統計調査の全事業所の調査を行う

年に行います。 

　今回が、市として初めての織物実態調査となり、工業統計調査と同じく12月31日現在で

行います。 

　工業統計調査と同時に行いますので、ご協力ください。 

平成17年織物実態調査 

■
適
正
飲
酒
の
心
が
け 

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
が

ち
で
す
。
適
度
な
飲
酒
は
疲
労
感
を
解
消
し
、

食
欲
を
増
進
さ
せ
、
快
い
睡
眠
を
促
し
ま
す

が
、
飲
み
過
ぎ
れ
ば
体
の
害
に
。
自
分
に
適

し
た
酒
量
と
飲
み
方
で
楽
し
く
健
康
的
な
飲

酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

■
強
い
人
と
弱
い
人 

　
お
酒
を
一
口
飲
ん
だ
だ
け
で
赤
く
な
っ
た

り
吐
き
気
を
訴
え
た
り
す
る
人
が
い
る
一
方
、

ど
ん
な
に
飲
ん
で
も
顔
色
が
変
わ
ら
な
い
人

が
い
ま
す
。
こ
れ
は
多
く
の
場
合
、
体
内
で

ア
ル
コ
ー
ル
を

分
解
す
る
過
程

で
生
じ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
早
く
分
解

で
き
る
酵
素
を
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
の
違
い
。
日
本
人
の
約
半
数
が
お
酒

に
弱
い
体
質
で
す
。 

■
危
険
な
イ
ッ
キ
飲
み 

「
イ
ッ
キ
飲
み
」
の
よ
う
に
短
時
間
に
大
量

の
飲
酒
を
す
る
と
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

が
急
上
昇
し
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
陥

っ
て
極
め
て
危
険
で
す
。
「
イ
ッ
キ
」
や
、

お
酒
に
弱
い
人
へ
の
飲
酒
の
強
要
は
、
死
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
非
常
に
危
険
な
行
為

で
す
。 

お酒は楽しく 
健康的に 

１．笑いながら共に楽しく飲もう 

２．自分のペースでゆっくりと 

３．食べながら飲む習慣を 

４．自分の適量にとどめよう 

５．週に二日は休肝日を 

６．人に酒の無理強いをしない 

７．くすりと一緒には飲まない 

８．強いアルコール飲料は薄めて 

９．遅くても夜12時で切り上げよう 

10．肝臓などの定期検査を 
作成：（社）アルコール健康医学協会 

適正飲酒10か条 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に 

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

現在、水道管の多くに使われている鋳鉄管 

石
綿
仕
様
の
水
道
管
は
何
％
存
在

し
て
い
ま
す
か 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
公
害
が
市
で
も
認
識
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
旧
網
野
町
で
は
上

水
道
の
幹
線
管
路
が
石
綿
管
仕
様
で
施
工
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
方

は
改
修
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

使
用
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
全
体
の
何
パ
ー

セ
ン
ト
存
在
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
改
修

さ
れ
た
石
綿
管
は
安
全
な
処
理
が
さ
れ
て
い

ま
す
か
。 

【
網
野
町
・
男
性
】 

一
二
％
存
在
し
ま
す
が
水
質
に
は

全
く
影
響
あ
り
ま
せ
ん 

　
現
在
、
全
国
で
ア
ス
ベ
ス
ト
材
に
よ
る
中

皮
腫
な
ど
の
健
康
の
影
響
に
つ
い
て
問
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
水
道
管
に
使
用
さ

れ
て
い
る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
も
ア
ス
ベ
ス
ト

材
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
四
年
に
水
道
水

質
基
準
を
改
正
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
毒
性
に
つ
い
て
も
評
価
し
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
経
口
摂

取
は
、
呼
吸
器
か
ら
の
吸
入
に
比
べ
毒
性
は

極
め
て
小
さ
く
、
さ
ら
に
、
水
道
水
中
の
ア

ス
ベ
ス
ト
の
存
在
量
は
問
題
と
な
る
レ
ベ
ル

で
は
な
い
と
し
て
、
水
質
基
準
の
設
定
を
行

わ
な
い
と
し
た
こ
ろ
で
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
は
、
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
各
地
で
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
策
定
・

公
表
し
て
い
る
飲
料
水
水
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
お
い
て
も
、
飲
料
水
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に

つ
い
て
は
、
健
康
影
響
の
観
点
か
ら
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
値
を
定
め
る
必
要
は
な
い
と
の
結
論

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

を
通
過
し
た
水
道
水
は
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

は
、
昭
和
三
十
・
四
十
年
代
に
施
工
し
て
お

り
老
朽
化
し
て
い
る
と
と
も
に
弾
力
性
に
乏

し
い
た
め
、
地
震
な
ど
の
外
部
圧
力
に
大
変

弱
く
漏
水
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
計
画
的
に
耐
震
性
の
あ
る
鋳
鉄
管
や
耐

衝
撃
性
塩
ビ
管
な
ど
へ
の
敷
設
替
え
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
京
丹
後
市
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

延
長
は
、
網
野
町
を
含
め
、
全
水
道
管
延
長

の
一
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
計
画
的

に
敷
設
替
え
を
行
う
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
敷
設
替
え
後
の
古
い
水
道
管
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
な
い
よ
う
な
方
法
で

適
切
に
処
理
し
て
い
ま
す
。 

【
水
道
課
】 

救
急
医
療
の
充
実
を 

　
救
急
診
療
の
時
、
傷
病
と
全
く
関
係
の
な

い
医
師
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
も
意
味
が
な

い
。
も
し
、
手
後
れ
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
で
す
か
？ 

　
何
か
あ
っ
た
時
、
一
番
信
頼
で
き
る
の
は

お
医
者
さ
ん
し
か
い
な
い
の
で
す
。 

　
救
急
も
小
児
科
、
内
科
と
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

【
無
記
名
】 

当
番
医
制
で
最
善
の
医
療
提
供
で

き
る
体
制
に
し
て
い
ま
す 

　
弥
栄
病
院
で
は
、
現
在
の
医
師
配
置
状
況

を
前
提
に
最
も
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
「
救

急
当
番
医
」
を
定
め
対
応
し
て
い
ま
す
。
専

門
診
療
以
外
の
救
急
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ

た
場
合
は
、
当
番
医
の
判
断
に
よ
り
専
門
診

療
科
の
医
師
を
呼
び
出
す
体
制
に
な
っ
て
お

り
、
最
善
の
医
療
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。 

　
病
院
で
は
、
丹
後
地
域
の
健
康
を
守
る
た

め
最
善
の
方
法
を
講
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
弥
栄
病
院
】 

職
員
の
喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を 

　
市
役
所
庁
舎
で
は
禁
煙
の
よ
う
で
、
さ
す

が
に
正
面
玄
関
で
の
喫
煙
姿
は
見
ら
れ
な
い

が
、
北
口
や
南
口
に
は
市
民
局
の
決
ま
っ
た

職
員
が
立
っ
て
喫
煙
し
て
い
る
。
数
人
で
喋

り
な
が
ら
喫
煙
し
て
い
る
姿
は
仕
事
を
さ
ぼ

っ
て
い
る
と
見
え
る
。 

　
庁
舎
内
禁
煙
に
踏
み
切
れ
な
い
の
は
な
ぜ

で
す
か
。
愛
煙
家
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
、
庁

舎
内
禁
煙
と
か
敷
地
内
禁
煙
と
か
に
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
識
が
低
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。 

【
無
記
名
】 

喫
煙
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

再
度
徹
底
し
ま
す 

　
市
役
所
庁
舎
の
職
員
用
喫
煙
場
所
は
、
分

煙
が
確
実
に
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
場
所
を
限
定
し
換
気
扇
を
取
り
付
け
る

な
ど
、
一
定
の
措
置
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

庁
舎
内
禁
煙
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
来

庁
さ
れ
る
一
般
の
か
た
の
喫
煙
の
問
題
、
庁

舎
外
に
喫
煙
場
所
を
設
け
る
な
ど
の
新
た
な

対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、
直
ち
に
庁
舎
内
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地域の実情に配慮したサービス維持の方向

の調整が行われる市民局（写真は久美浜市

民局） 

を
全
面
禁
煙
す
る
に
は
課
題
も
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勤
務
中
で
あ
り
「
さ

ぼ
っ
て
見
え
る
」
状
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
一
層
、
服
務
の
徹
底
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
職
員
に
禁
煙
を
す
す
め
る
こ
と
、

ま
た
、
ご
指
摘
の
点
も
含
め
て
職
員
の
喫
煙

に
関
す
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
、
課
長
会
議

で
再
確
認
し
、
職
員
に
周
知
し
ま
す
。 

【
職
員
課
】 

介
護
保
険
料
が
ど
ん
ど
ん
あ
が
っ

て
い
き
ま
す 

　
介
護
保
険
料
は
、
制
度
開
始
当
初
の
月
額

二
千
円
程
度
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
あ
が
っ
て
い

き
ま
す
。
月
額
三
、
四
万
円
の
年
金
受
給
者

が
四
千
八
百
円
も
保
険
料
を
納
め
れ
ば
ど
う

や
っ
て
生
活
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。 

【
無
記
名
】 

原
則
三
年
間
は
同
じ
で
す
が
、
年
の
途

中
で
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
社
会
に
お
い
て

老
後
の
最
大
の
不
安
要
因
で
あ
る
介
護
問
題

を
、
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
き
、
社
会
保

険
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
社
会
全
体
で
支
え

て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
平
成
十
二
年

四
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
運
営
は
、
四

十
歳
以
上
の
か
た
の
保
険
料
と
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
負
担
金
を
財
源
に
、
支
援
や
介

護
が
必
要
な
か
た
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

提
供
し
て
い
ま
す
。 

　
制
度
創
設
時
の
保
険
料
は
「
円
滑
実
施
の

特
別
対
策
」
と
し
て
、
半
年
間
は
保
険
料
を

徴
収
せ
ず
、
そ
の
後
の
一
年
間
も
基
準
の
保

険
料
の
半
額
と
す
る
な
ど
軽
減
措
置
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
制
度
開
始
当
初
の
負
担
金

が
格
段
に
低
か
っ
た
の
は
そ
の
せ
い
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。 

　
現
在
、
市
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護
な
ど

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
量
な
ど
に
基
づ
き
、
三

年
を
一
つ
の
期
間
と
し
て
策
定
す
る
介
護
保

険
事
業
計
画
で
算
定
。
基
準
額
で
あ
る
第
三

段
階
（
世
帯
の
ど
な
た
か
に
市
町
村
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
が
、
本
人
は
市
町
村
民
税

が
非
課
税
）
を
年
額
三
万
三
千
六
百
円
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
や
世
帯
の
課
税
状

況
で
六
段
階
に
区
分
。
所
得
の
低
い
か
た
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
第
二
段
階
以
下
の

負
担
割
合
を
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
料
は
、
所
得
や
課
税
状
況
が
変

わ
ら
な
い
限
り
原
則
、
三
年
間
は
同
一
金
額

で
す
。
保
険
料
を
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い

る
か
た
は
、
年
度
の
前
半
と
後
半
で
保
険
料

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
保

険
者
で
あ
る
市
か
ら
の
保
険
料
額
の
通
知
が
、

共
済
組
合
な
ど
へ
は
七
月
末
、
社
会
保
険
庁

へ
は
、
八
月
末
の
そ
れ
ぞ
れ
年
一
回
し
か
で

き
な
い
仕
組
み
に
よ
る
も
の
で
す
。
前
年
度

か
ら
継
続
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
か
た

は
、
前
年
度
最
終
の
保
険
料
額
を
、
四
月
か

ら
八
月
ま
で
を
仮
徴
収
と
し
て
徴
収
。
保
険

料
額
が
決
定
し
た
の
ち
、
仮
徴
収
分
を
差
し

引
い
て
本
徴
収
額
と
し
て
十
月
以
降
に
徴
収

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
前
年
度
と
同
じ

年
額
保
険
料
で
あ
っ
て
も
、
年
度
後
半
に
多

く
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
普
通
徴
収
の
か
た
は
年
十
回
の
納
付
。

一
方
、
特
別
徴
収
の
か
た
は
年
六
回
の
納
付

と
な
っ
て
い
ま
す
。
徴
収
方
法
に
よ
っ
て
納

付
額
が
違
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
状
況
を
見
直

し
つ
つ
、
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
み
な
さ
ん
の

負
担
が
過
度
に
な
ら
な
い
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
状
況
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
高
齢
者
福
祉
課
】 

今
後
の
市
民
局
の
あ
り
方
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

　
合
併
当
時
考
え
ら
れ
て
い
た
行
政
改
革
、

機
構
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
よ
う
に
思
え

ま
す
。
合
併
後
は
四
、
五
年
で
市
民
局
は
な

く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
前
例
を
い
く
つ
か

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
の
ま
ま
で
は
、
十

年
も
続
き
そ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
財
政
的
に
持
続
可
能
な
の
か
心
配
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

【
無
記
名
】 

地
域
実
情
に
配
慮
し
た
サ
ー
ビ
ス
維

持
の
方
向
の
調
整
を
考
え
て
い
ま
す 

　
市
の
行
政
組
織
に
対
す
る
考
え
方

は
、
旧
町
の
庁
舎
を
利
用
し
て
い
く
と
い
う

考
え
で
本
庁
機
能
を
分
散
さ
せ
、
旧
庁
舎
す

べ
て
に
市
民
局
と
い
う
形
で
約
半
数
の
職
員

を
残
し
、
旧
町
地
域
の
身
近
な
要
望
に
対
応

で
き
る
体
制
を
考
え
て
き
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
十
月
十
三
日
に
策
定
し
た
「
行

財
政
改
革
推
進
計
画
」
の
中
で
「
組
織
・
機

構
編
成
方
針
」
を
定
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
方
針
で
は
、
現
在
、
市
が
か
か
え
る

本
庁
と
市
民
局
の
組
織
の
あ
る
べ
き
方
向
に

つ
い
て
、
現
状
と
経
過
を
踏
ま
え
、
今
後
、

効
率
性
だ
け
で
一
律
の
改
革
を
行
う
の
で
は

な
く
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
を
考
え

将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
な
窓
口
を
設
置
し
、

身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
事
務
・
事

業
を
提
供
す
る
機
関
と
し
て
市
民
局
を
位
置

付
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
あ
り
方
を

考
え
、
本
庁
機
能
の
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
う
で

な
い
と
こ
ろ
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
み
な
さ

ん
に
不
安
の
な
い
よ
う
に
市
民
局
で
の
サ
ー

ビ
ス
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
調
整
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
行
財
政
改
革
推
進
室
】 
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市立図書館　ご案内 市立図書館　ご案内 

利用カードの切り替えは利用カードの切り替えは 
　　　　　　お済みですか　　　　　　お済みですか 

利用カードの切り替えは 
　　　　　　お済みですか 

弥栄図書室 

峰山図書館 

12月の休館日 
12日（月）・19日（月）・23日（金）・26日（月） 

年末年始の休館日 
12月28日（水）～１月４日（水） 

１月の休館日 
９日（月）・10日（火） 

 

開 館 時 間 

10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は 
水曜日のみ19：00まで 

峰山図書館☎62-5101・あみの図書館☎72-4946 

大宮図書室☎69-0672・丹後図書室☎75-2111 

弥栄図書室☎65-2101・久美浜図書室☎82-1771

あみの図書館 

久美浜図書室 

 「おはなしの森」（読み聞かせ）を次のとおり開催

します。ぜひ、お越しください。 

●日　時　12月24日（土）　14：30～ 

●会　場　久美浜図書室 

 市の図書館・図書室では、合併後に「図書館利用

カード」の切り替えを行っています。 

　まだ切り替えをされていないかたは、平成18年２

月末日までに古い利用カードをご持参いただき、登

録先の図書館（室）で切り替えを行ってください。

　なお、２月末日までに切り替えのお申し出がない

場合は、登録を抹消させていただきますのでご了承

ください。 

パネルシアター「てぶくろ」 

※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の12月９日以降 
　次号発行日の１月10日までを掲載しています。 

 弥栄図書室では、季節にあわせて、おりがみや色

画用紙などを使って館内装飾を行い、居心地のよい

場所づくりに努めています。明るい雰囲気の図書室に、

ぜひ一度お立ち寄りください。 

 毎月第３土曜日の14 ：00からは、ボランティアサー

クル「虹色のたね」のみなさんが、３歳から保育園

児を対象に、絵本や紙芝居、手遊びなど、楽しい「読

み聞かせ会」を行っています。 

 また、乳幼児を対象にした「おはなし会」を、毎

月第４水曜日の10：30か

ら行っています。（12月

は都合により12月21日

に実施） 

　お誘いあわせのうえ、

お越しください。 

 10月８日・15日・22日の３回にわたり、「紙芝居

の演じ方講座」（峰山読み聞かせ推進活動実行委員会

主催・峰山図書館後援）を開催しました。 

　講師の岩田泰子さんから紙芝居と絵本、映像文化

との違いを学んだ後、参加者全員が「カチカチカチ、

紙芝居のはじまりはじまり」と紙芝居を実演し、聞

き手の表情をみながら登場人物になりきって演じま

した。 

　この講座で学ん

だことを地域のさ

まざまな場で披露

し、紙芝居のよさ

が広がることを願

っています。 

 読書週間中の11月６日に、「ミニおはなし会＆おり

がみ」を開催しました。大型絵本、パネルシアター、

エプロンシアタ

ーなどのお話の

後、参加者71人

（大人25人・子

ども46人）が、

みんなでおりが

みを折り、和や

かに楽しみまし

た。 
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〜
丹
後
町
成
願
寺

〜
丹
後
町
成
願
寺 

　
　
木
造
薬
師
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像

　
　
木
造
薬
師
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像 

　
　
（
も
く
ぞ
う
や
く
し
に
ょ
ら
い
お
よ
び
り
ょ
う
き
ょ
う
じ
ぞ
う

　
　
（
も
く
ぞ
う
や
く
し
に
ょ
ら
い
お
よ
び
り
ょ
う
き
ょ
う
じ
ぞ
う
）
〜
）
〜 

〜
丹
後
町
成
願
寺 

　
　
木
造
薬
師
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像 

　
　
（
も
く
ぞ
う
や
く
し
に
ょ
ら
い
お
よ
び
り
ょ
う
き
ょ
う
じ
ぞ
う
）
〜 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
八

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
八 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
八

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
八 

京
丹
後
市
の
文
化
財
　
十
八 

月
光
像 

日
光
像 

薬
師
如
来
像 

　
今
回
は
、
丹
後
町
成
願
寺
（
じ
ょ
う
が

ん
じ
）
の
成
願
寺
所
蔵
の
「
木
造
薬
師
如

来
（
も
く
ぞ
う
や
く
し
に
ょ
ら
い
）」と
「
両

脇
侍
像
（
り
ょ
う
き
ょ
う
じ
ぞ
う
）」を
ご

紹
介
を
し
ま
す
。 

 

本
像
は
、
麻
呂
子
親
王
が
鬼
退
治
を
行

っ
た
と
き
に
安
置
し
た
七
体
の
薬
師
如
来

の
一
つ
と
伝
え
ら
れ
、
成
願
寺
は
鬼
退
治

伝
承
と
の
関
わ
り
が
あ
る
お
寺
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
薬
師
如
来
像
」
は
、
高
さ
九
四
セ
ン

チ

メ

ー
ト
ル
の
座
像
で
す
。
慶
長
三
年
（
一
五

九
八
年
）
の
補
修
の
際
に
残
さ
れ
た
胎
内

の
墨
書
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
梵
字

「
キ
リ
ー
ク
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
こ
の
と
き
に
は
「
阿
弥
陀
如
来

像
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
本
像
が
「
薬
師
如
来
像
」
と
さ
れ
、

麻
呂
子
親
王
伝
承
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の

は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

「
薬
師
如
来
像
」
の
両
脇
に
立
っ
て
い

る
「
両
脇
侍
像
」
は
、
高
さ
一
一
二
セ
ン

チ

メ

ー
ト
ル
。
三
つ
の
像
が
つ
く
ら
れ

た
時
期
は
、
像
の
つ
く
り
方
か
ら

み
て
、
い
ず
れ
も
平
安
時
代
後
期

（
十
二
世
紀
末
）
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

な
お
、
天
文
七
年
（
一
五
三
八

年
）
に
記
さ
れ
た
「
丹
後
国
御
檀

家
帳
（
た
ん
ご
の
く
に
お
だ
ん
か

ち
ょ
う
）
」
に
よ
れ
ば
、
成
願
寺

区
に
は
、「
一
宮
（
一
色
）
殿
様
」

が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
色
殿
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
当
時
の
丹
後
国
守
護
で

あ
っ
た
一
色
氏
の
こ
と
で
す
。
こ
の
一
色

殿
は
、
跡
継
ぎ
が
な
か
っ
た
た
め
三
河
国

（
現
在
の
愛
知
県
）
か
ら
来
た
が
、
竹
野

郡
成
願
寺
の
お
城
に
い
る
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
丹
後
国
御
檀
家
帳
」
が
記
さ
れ

る
少
し
前
に
は
、
一
色
氏
の
跡
目
争
い
が

あ
っ
て
国
を
二
分
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
加
悦
の
石

川
氏
と
組
ん
だ
一
色
五
郎
義
清
が
勝
っ
て

い
ま
す
。
敗
れ
た
一
色
九
郎
は
、
そ
の
後
、

「
丹
後
国
御
檀
家
帳
」
に
記
さ
れ
る
よ
う

に
成
願
寺
に
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
成
願
寺
に
い
た
一
色
九
郎
は
、
補

修
前
の
像
を
見
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
木
造
薬
師
如
来
」
と
「
両

脇
侍
像
」
は
、
平
安
時
代
後
期
の
美
し
い

三
尊
像
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
点
か

ら
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
十
四
日
付
け
で

京
都
府
の
指
定
文
化
財
（
彫
刻
）
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「全国障害者スポーツ大会」「全国障害者スポーツ大会」ボウリング競技　京都府代表選手として出場ボウリング競技　京都府代表選手として出場 「全国障害者スポーツ大会」「全国障害者スポーツ大会」ボウリング競技　京都府代表選手として出場ボウリング競技　京都府代表選手として出場 「全国障害者スポーツ大会」ボウリング競技　京都府代表選手として出場 

田中充さん（峰山町西山）・矢谷麻美さん（峰山町荒山） 

　
「
あ
な
た
が
キ
ラ
リ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
十
一
月
五
日
か
ら
七
日
ま

で
の
三
日
間
、
岡
山
県
で
開
か
れ
た
「
第

五
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
に
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
田
中
充
さ
ん
（
峰
山
町
西
山
）

と
矢
谷
麻
美
さ
ん
（
峰
山
町
荒
山
）

の
お
二
人
が
京
都
府
代
表
選
手
と
し

て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

　
お
二
人
は
、
今
年
二
月
に
開
か
れ

た
福
知
山
以
北
の
選
考
会
で
、
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
団
体
優
勝
。
約
半

年
間
に
わ
た
り
、
地
元
ま
た
福
知
山

市
内
で
の
強
化
練
習
を
経
て
、
京
都

府
選
手
団
（
四
十
七
人
）
の
一
員
と

し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。 

　
十
一
月
二
日
に
は
、
市
役
所
を
訪

れ
て
出
場
を
報
告
さ
れ
、
中
山
市
長

が
「
応
援
し
て
い
ま
す
。
精
一
杯
の

力
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
す

る
と
、「
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
少
し
照

れ
な
が
ら
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　 

中山市長に出場を報告される 

矢谷麻美さん（左）と田中充さん（右） 



平成17年12月 広報きょうたんご

36

発行／京丹後市役所　　編集／秘書広報課

〒627-8567　京都府京丹後市峰山町杉谷889

　　　   ☎0772‐69‐0001　FAX0772‐69‐0901

ホームページ  http://www.city.kyotango.kyoto.jp

E-mail  hishokoho@city.kyotango.kyoto.jp

人口のうごき

男　　　31,406人

女　　　33,941人

計　　　65,347人

世帯数　22,020世帯

　　（11月１日現在）

▼まつりを盛り上げたミニＦＭ局

　
十
一
月
五
日
と
六
日
の
二
日
間
、

市
役
所
前
駐
車
場
周
辺
で
開
か
れ

た
「
峰
山
産
業
ま
つ
り
」（
京
丹
後

市
・
京
都
農
業
協
同
組
合
・
京
丹

後
市
峰
山
町
商
工
会
主
催
）
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
が
一
堂
に
集
結
。

　
来
場
者
は
、「
き
も
の
古
（
ふ
り
）

ー
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
や
「
伸
び
ゆ

く
峰
山
工
業
製
品
展
」、「
機
械
金

属
展
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

に
触
れ
な
が
ら
「
見
る
・
食
べ
る
・

遊
ぶ
」
を
た
ん
能
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
Ｆ
Ｍ
丹
後
開
局
推
進

協
議
会
」（
足
達
昌
久
会
長
）
の
み

な
さ
ん
が
、
「
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
」
を

開
設
し
、
ス
テ
ー
ジ
の
実
況
や
ビ

ン
ゴ
大
会
の
中
継
を
行
う
な
ど
、

祭
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　京丹後の秋を鮮やかに彩る多彩な催しが、10月

下旬から11月にわたって開かれ、地域の特色あふ

れる内容に、多くの人出でにぎわいました。

京丹後の秋を京丹後の秋を

　　鮮やかに彩る　　鮮やかに彩る

　　　　　多彩な催し　　　　　多彩な催し

京丹後の秋を

　　鮮やかに彩る

　　　　　多彩な催し

久美浜まるかじりまつり

【11月13日】

お
お
み
や

　
生
き
活
き
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
五

　
　
　
　
　
　
　
【
十
一
月
三
日
】

二
〇
〇
五

　
ふ
る
さ
と
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
祭

　
　
　
　
　
　
【
十
月
三
十
日
】

峰山産業まつり【11月５日・６日】

丹後町てんきてんき

産業まつり【11月13日】

弥栄町秋の祭典

【11月13日】


